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A study of bill of exchanges for remittance in 
11th century Japan

by INOUE Masao

This study examines two major theories regarding the origins of the 

Japanese concept of the “bill of exchange”. The first argues that this concept 

formulated during the “Heian” period (11th centur y); while the other, the 

“Kamakura” theory, argues for a later period (13th century) when merchants 

began to formally manage documents which, up to that point, had lacked 

sufficient transferability.

“Kudashibumi” and “Henshou” documents which explicitly state that 

“drawers could consign payment to payers” in the 11th centur y could be 

linguistically defined as bills of exchange. Though the Heian theory regards 

these documents as a “means of payment”, it doesn’t address whether a “means 

of remittance” occurred in these documents or not. In contrast, the Kamakura 

theory argues that these two documents served only as “orders for payment”, 
emphasizing that these documents were not always regarded as a bill of 

exchange because of their limited transferability and circulation. Thus, there 

were no crucial differences between the two major theories, just a difference in 

the extent of their definition of what constituted a bill of exchange.

In this analysis, several historical documents from the Todai Temple indicate 

that Shinanozenji used a Henshou document addressed to the Suou provincial 

branch in Kyoto from the Todai Temple in order to convert clothes from Otsu 

into rice in Kyoto. This fact means that the Henshou worked as a bill of exchange 

for remittance. The document evolved characteristically to become more neutral 

and transferable as verbal agreements grew to also require an Ukebumi receipt. 

These findings weaken the Kamakura theory, and at the same time, advocate 

that the Heian theory – which regarded Henshou only as a relevant document for 



vi

collecting taxes contractually – should be revised. Furthermore, more historical 

materials with Henshou documents showing the occurrence of contracts need to 

be re-examined.



一
一
世
紀
の
日
本
に
お
け
る
送
金
為
替
手
形
の
問
題
に
つ
い
て

― 133 ―

一
一
世
紀
の
日
本
に
お
け
る
送
金
為
替
手
形
の
問
題
に
つ
い
て

井
上　

正
夫

は
じ
め
に

　

東
ア
ジ
ア
の
貨
幣
流
通
史
上
、
日
本
の
古
代
社
会
に
自
国
銅
銭
が
流
通
し
た
こ
と
は
、
特
異
な
事
象
で
あ
っ
た
。
た
だ
し
、
日
本
古
代

の
自
国
銅
銭
流
通
は
、
一
〇
世
紀
末
期
に
一
旦
途
絶
し
、
そ
の
後
一
二
世
紀
に
、
中
国
銅
銭
の
流
入
・
流
通
に
よ
り
銅
銭
流
通
が
復
活
す

る
時
期
ま
で
、
日
本
で
は
銅
銭
流
通
の
空
白
期
で
あ
っ
た（

1
）。

　

と
こ
ろ
で
、
こ
の
銅
銭
不
在
の
時
期
で
あ
る
一
一
世
紀
に
、
日
本
で
は
為
替
手
形
が
発
生
し
て
い
た
こ
と
が
、
こ
れ
ま
で
の
研
究
の
中

で
あ
る
程
度
明
ら
か
に
さ
れ
て
き
た
（
以
後
、「
平
安
説
」
と
す
る（

2
））。

一
方
、
そ
う
し
た
説
に
対
し
て
は
、『
東
大
寺
文
書
』
に
散
見
す

る
返
抄
や
下
文
は
、
関
係
機
関
に
対
す
る
支
払
命
令
書
に
過
ぎ
ず
、
譲
渡
性
・
流
通
性
が
限
ら
れ
て
お
り
、
商
人
が
関
わ
る
送
金
用
の
為

替
手
形
の
発
生
は
鎌
倉
時
代
以
降
と
す
る
指
摘
も
あ
る
（
以
後
、「
鎌
倉
説
」
と
す
る（

3
））。

　

本
稿
の
目
的
は
、
古
代
日
本
の
銅
銭
不
在
と
為
替
手
形
発
生
と
の
間
の
因
果
関
係
そ
の
も
の
に
つ
い
て
考
察
す
る
に
先
立
ち
、
一
一
世

紀
に
お
け
る
送
金
為
替
の
取
組
に
関
し
、
そ
の
具
体
的
取
組
の
あ
り
方
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
で
あ
る
。
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以
下
で
は
、『
東
大
寺
文
書
』
等
、
福
島
正
樹
氏
が
詳
細
に
考
証（

4
）し

た
諸
史
料
を
題
材
に
し
て
、

そ
こ
に
見
え
る
周
防
国
宛
て
の
東
大
寺
返
抄
が
、実
は
送
金
為
替
手
形
と
し
て
機
能
し
て
い
た
こ
と
、

そ
し
て
そ
の
手
形
が
譲
渡
性
と
流
動
性
を
具
備
し
て
い
た
可
能
性
に
つ
い
て
論
じ
て
い
く
。

第
一
章　

為
替
手
形
の
定
義
と
返
抄
・
下
文
の
使
用
方
法

（
一
）
為
替
手
形
の
定
義

　

ま
ず
、
為
替
手
形
の
定
義
に
つ
い
て
確
認
し
て
お
く
。『
広
辞
苑
』
に
よ
れ
ば
、
為
替
手
形
と
は
、

「
振
出
人
す
な
わ
ち
発
行
者
が
、
第
三
者
す
な
わ
ち
支
払
人
に
宛
て
て
、
一
定
の
金
額
を
受
取
人
ま

た
は
そ
の
指
図
人
に
支
払
う
べ
き
こ
と
を
委
託
す
る
形
式
の
手
形
」

と
あ
る
の
で
、
本
稿
で
は
、
こ
れ
を
国
語
上
の
為
替
手
形
の
定
義
と
し
て
理
解
す
る
。
そ
し
て
、
こ

の
場
合
、
為
替
手
形
が
受
取
人
経
由
で
支
払
人
に
呈
示
さ
れ
る
な
ら
ば
、
為
替
手
形
の
移
動
と
金
銭

の
支
払
は
、
図
１
の
よ
う
に
示
す
こ
と
が
で
き
る
。

（
二
）
返
抄
と
下
文

　
「
返
抄
」
と
は
、
国
司
等
が
官
衙
寺
院
等
に
貨
幣
や
物
資
を
納
入
し
た
際
に
、
官
衙
寺
院
等
か
ら

�����

�����

��������

����

��� ���

��

（図１）
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発
行
さ
れ
た
領
収
書
の
こ
と
で
あ
る（

5
）。

本
稿
で
取
り
扱
う
一
一
世
紀
半
ば
の
時
期
に
は
、
国
司
等
は
、
官
衙
寺
院
等
に
一
定
量
の
物
品
を

納
入
す
る
義
務
が
あ
り
、
そ
の
義
務
の
達
成
は
返
抄
に
よ
っ
て
証
明
さ
れ
た
か
ら
、
返
抄
の
獲
得
は
、
国
司
に
と
っ
て
重
要
問
題
で
あ
っ

た
。
た
だ
し
、
納
入
義
務
額
に
相
当
す
る
物
品
が
、
一
度
に
納
入
さ
れ
て
返
抄
が
発
行
さ
れ
る
わ
け
で
は
な
く
、
実
際
に
は
、
少
額
の
納

入
に
対
し
て
、
一
旦
、
請
文
や
仮
納
返
抄
が
領
収
書
と
し
て
発
行
さ
れ
、
納
入
額
が
一
定
に
達
し
た
時
、
そ
れ
ら
と
引
換
に
返
抄
が
発
行

さ
れ
る
こ
と
も
あ
っ
た（

6
）。

一
般
に
、
本
来
は
単
な
る
領
収
書
に
過
ぎ
な
い
返
抄
が
、
為
替
手
形
と
し
て
機
能
し
た
と
指
摘
さ
れ
て
い
る
の

は
、
第
三
者
が
何
ら
か
の
対
価
と
し
て
官
衙
寺
院
等
か
ら
返
抄
を
得
、
そ
れ
に
よ
っ
て
、
本
来
の
納
入
義
務
者
で
あ
る
国
司
等
か
ら
支
払

を
受
け
た
場
合
で
あ
る
。

　

ま
た
、「
下
文
」
と
は
、
例
え
ば
、
国
司
が
自
己
の
納
所
（
倉
庫
）
宛
て
に
、
物
資
の
払
出
を
命
じ
る
文
書
で
あ
る
。

　

こ
こ
で
、
具
体
的
な
考
証
に
入
る
に
先
立
ち
、
こ
う
し
た
返
抄
や
下
文
が
、
支
払
に
使
用
さ
れ
た
事
例
か
ら
確
認
し
て
お
く
と
、
ま
ず
、

返
抄
に
つ
い
て
は
、
有
名
な
例
で
あ
る
が
、『
平
安
遺
文
』
一
三
三
四
号
（
東
大
寺
封
戸
文
書
書
上
）
に
は
、

　
（
前
略
）

　
　

土
佐
國
御
封
米
佰
斛
假
納
返
抄
成
レ

之
了
、
大
和
守
給
當
國
雜
役
免
田
沙
汰
之
代
云
々
、

　

承
暦
二
年
十
一
月
十
九
日
成
レ

之
了
、

　
（
後
略
）

と
あ
り
、
東
大
寺
は
大
和
国
の
雑
役
免
田
沙
汰
に
対
す
る
給
付
と
し
て
、
大
和
国
司
に
土
佐
国
宛
て
の
返
抄
を
与
え
て
い
る（

7
）。

こ
の
形
態
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は
、
国
語
上
の
為
替
手
形
の
定
義
に
一
応
は
合
致
し
て
お
り
、
こ
の
場
合
の
返
抄
も
、
広
義
に
は
一

種
の
為
替
手
形
と
い
え
る
（
図
２
）。

　

ま
た
、
下
文
に
つ
い
て
は
、
例
え
ば
『
平
安
遺
文
』
六
七
一
号
（
周
防
守
藤
原
隆
方
切
符
案
）
に

は
、

　
　

下
二

梶
取
一　

定
二

三
百
六
十
石
一
之
中

　
　
　

可
レ

奉
レ

下
二
米
參
佰
肆
拾
伍
斛
一

事
正
米
三
百
石　

車
力
十
五
石　

斗
欠
卌
五
石　

斗
別
一
升
五
合

　
　

右
、
東
大
寺
去
永
承
三
年
以
往
御
封
内
、
且
可
レ

奉
レ

下
、
取
二

使
請
文
一

、

　
　
　
　
　

永
承
四
年
二
月　

日

　
　

周
防
守
藤
原
朝（
隆
方
）臣

と
あ
り
、
周
防
守
が
梶
取
に
対
し
て
東
大
寺
の
使
者
に
米
の
払
出
を
命
じ
て
い
る
か
ら（

8
）、

や
は
り
こ

の
場
合
も
為
替
手
形
の
定
義
に
合
致
し
て
い
る
と
い
え
る
（
図
３
）。

　

一
方
、
鎌
倉
説
は
、
こ
う
し
た
返
抄
や
下
文
の
使
用
は
関
係
機
関
へ
の
支
払
命
令
書
に
過
ぎ
ず
、

そ
れ
だ
け
で
は
譲
渡
性
・
流
通
性
が
限
定
さ
れ
て
い
る
と
し
て
い
る（

9
）。

つ
ま
り
、
鎌
倉
説
は
、
先
の

返
抄
や
下
文
に
よ
る
払
出
の
指
図
を
、
あ
く
ま
で
関
係
者
内
部
の
行
為
と
し
て
と
ら
え
て
、
そ
れ
を

必
ず
し
も
為
替
手
形
と
は
し
な
い
の
で
あ
る
。

�����������

�����

��������

��
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（図２）
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こ
う
し
て
見
る
と
、
返
抄
や
下
文
が
、
為
替
手
形
に
相
当
す
る
か
否
か
に
つ
い
て
の
見
解
の
相
違

は
、
一
つ
に
は
両
説
に
お
け
る
為
替
手
形
の
範
疇
の
相
違
に
起
因
し
て
い
る
こ
と
に
な
る
。

　

ま
た
、
先
述
の
よ
う
な
返
抄
等
の
使
用
が
あ
っ
た
こ
と
自
体
は
、
他
の
断
片
的
史
料
の
整
理
に
よ

り
あ
る
程
度
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
る
も
の
の
、
そ
の
発
給
等
具
体
的
な
事
務
の
流
れ
に
つ
い
て
は
、

こ
れ
ま
で
必
ず
し
も
明
ら
か
に
さ
れ
て
は
い
な
い
。
こ
の
点
で
も
、
一
一
世
紀
の
返
抄
の
譲
渡
性
の

有
無
を
論
じ
る
こ
と
自
体
、
限
界
が
あ
っ
た
と
い
え
る
。
特
に
、
送
金
為
替
の
取
組
と
し
て
の
返
抄

の
使
用
に
関
し
て
は
、
先
行
研
究
で
は
そ
の
事
例
を
見
出
し
て
お
ら
ず
、
こ
う
し
た
観
点
か
ら
返
抄

の
役
割
を
評
価
す
る
こ
と
は
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

第
二
章　

信
濃
前
司
に
関
わ
る
一
連
の
文
書

（
一
）
考
証
す
べ
き
七
つ
の
史
料
と
そ
の
内
容

　

以
下
で
考
証
す
る
史
料
は
、『
平
安
遺
文
』
の
七
三
三
号
・
七
三
五
号
・
七
四
九
号
・
七
八
四
号
、

お
よ
び『
東
大
寺
図
書
館
所
蔵
文
書
』第
一
部
第
二
五
第
一
八
八
号
・
第
一
部
第
二
五
第
二
八
一
号
・

第
三
部
第
一
二
第
八
六
号
で
あ
る
。
こ
の
七
件
の
史
料
は
、
信
濃
前
司
が
僧
戒
禅
を
介
し
て
東
大
寺

か
ら
周
防
国
宛
て
返
抄
を
入
手
し
た
こ
と
に
関
連
す
る
文
書
で
あ
り
、
そ
の
こ
と
は
既
に
福
島
正
樹

氏
が
詳
細
に
論
じ
て
い
る（

10
）。

本
稿
で
は
、
福
島
氏
の
業
績
に
導
か
れ
な
が
ら
、
史
料
が
示
す
一
連
の

�����������

�����

��������

��
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（図３）
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事
務
手
続
が
実
は
送
金
為
替
の
取
組
で
あ
る
こ
と
を
明
示
す
る
。

　

以
下
で
は
、
ま
ず
、
天
喜
三
（
一
〇
五
五
）
年
一
〇
月
以
降
、
天
喜
四
（
一
〇
五
六
）
年
三
月
二
九
日
ま
で
の
日
付
が
残
る
七
件
の
史

料
を
日
付
順
に
引
用
し
、
各
史
料
の
大
体
の
内
容
を
確
認
し
て
お
く（

11
）。

（
史
料
１
）『
平
安
遺
文
』
七
三
三
号
（
東
大
寺
使
僧
念
慶
請
文
案
）

謹
辭　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
「
案
」

請
二

准
絹
佰
疋
代
雜
物
一

事

八
丈
絹
參
疋
、
代
米
肆
拾
伍
斛
、
疋
別
十
五
石
、

六
丈
手
作
布
陸
拾
端
、
代
絹
卌
五
疋
、
准
米
卌
五
石
、
疋
別
一
段
二
丈

鴨
頭
草
參
帖
、
代
十
疋
、
准
米
拾
斛
、
疋
別
十
五
枚

右
、
東
大
寺
御
封
米
百
石
代
、
本
斗
九
合
定
、
所
レ

請
如
レ

件
、

天
喜
三
年
十
月
十
四
日　
　
　
　

使
僧
念
慶

（
内
容
）
天
喜
三
（
一
〇
五
五
）
年
一
〇
月
一
四
日
、
東
大
寺
の
使
僧
念
慶
が
、
八
丈
絹
三
疋
、
六
丈
手
作
布
六
〇
端
、
鴨
頭

草
（
つ
き
く
さ
）
三
帖
を
受
納
し
た
際
の
請
文
の
案
文
（
正
式
の
文
書
で
あ
る
正
文
の
写
し
）。
念
慶
が
受
納
し
た
物
品
の
価

値
は
、
米
に
換
算
し
て
一
〇
〇
石
で
あ
っ
た
。
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（
史
料
２
）『
平
安
遺
文
』
七
三
五
号
（
東
大
寺
使
僧
念
慶
請
文
案
）

「（
端
裏
）
信
乃
□
布
請
文
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
「
案
」　
「
已
上
百
卅
五
石
」

　

謹
辭請

二

紅
花
伍
斤
一

事
、
代
米
拾
斛
、
充
二
斤
別
二
石
一
、

　

右
、
東
大
寺
近
江
國
御
封
米
之
代
、
爲
二

別
當
大（
覺
源
）
僧
都　

御
使
一

、
所
レ

請
如
レ

件
、
但
本
斗
者
、

　

天
喜
三
年
十
月
十
九
日　
　
　
　

使（
念
慶
）僧　
（
花
押
）

（
内
容
）
天
喜
三
（
一
〇
五
五
）
年
十
月
十
九
日
、
同
じ
く
念
慶
が
、
近
江
国
か
ら
の
封
物
と
し
て
紅
花
を
受
納
し
た
際
の
請

文
の
案
文
で
、
念
慶
の
花
押
も
あ
る
。
紅
花
の
価
値
は
米
に
換
算
し
て
米
一
〇
石
で
あ
る
。
な
お
、
福
島
氏
の
考
証
に
よ
り
、

本
来
は
、
史
料
１
か
ら
史
料
３
に
加
え
て
、
現
在
で
は
伝
存
し
て
い
な
い
も
う
一
通
の
請
文
案
文
が
あ
っ
た
こ
と
、
そ
し
て
四

通
の
請
文
案
文
に
お
け
る
物
品
価
値
は
米
建
て
で
表
記
さ
れ
て
お
り
、
当
初
は
総
計
一
五
〇
石
分
が
東
大
寺
へ
の
納
入
済
額
と

し
て
把
握
さ
れ
て
い
た
こ
と
、
し
か
し
、
後
に
東
大
寺
側
が
記
録
と
突
合
せ
て
調
査
し
た
結
果
、
史
料
１
に
八
丈
絹
三
疋
と
あ

る
の
は
二
疋
の
誤
り
で
あ
る
こ
と
が
判
明
し
た
の
で
、
そ
の
価
値
一
五
石
分
が
未
納
と
見
な
さ
れ
、
結
局
、
一
三
五
石
分
の
納

入
実
績
が
認
め
ら
れ
た
こ
と
等
が
明
ら
か
に
な
っ
て
い
る
（
史
料
６
に
関
連（

12
））。

ま
た
、
端
裏
に
「
信
乃
□
布
請
文
」
と
あ
る

の
は
、
史
料
５
の
「
信
乃
前
司
布
沙
汰
文
」
と
い
う
文
言
か
ら
し
て
、
こ
の
史
料
２
が
信
濃
前
司
の
布
に
対
す
る
請
文
に
関
す

る
も
の
で
あ
る
こ
と
を
、
予
想
さ
せ
る
。



東
洋
文
化
硏
究
所
紀
要　

第
百
五
十
五
册

― 140 ―

（
史
料
３
）『
平
安
遺
文
』
七
四
九
号
（
東
大
寺
使
僧
念
慶
請
文
案
）

　

請
預　
　
　
　
　
　
　
「
案
文
」

　
　

手
作
六
丈
布
參
拾
參
端
肆
尋
事

　

代
絹
貳
拾
伍
疋　

所
當
米
貳
拾
伍
斛
疋
別
一
石
定

　

右
、
東
大
寺
近
江
國
御
封
米
百
五
十
石
之
内
、
先
下
之
殘
、
爲
二

別
當
大
僧
都
御（
覺
源
）房
御
使
一

、
所
レ

請
如
レ

件
、

天
喜
三
年
十
二
月
二
日大使

法
僧師
念
慶

（
内
容
）
天
喜
三
（
一
〇
五
五
）
年
十
二
月
二
日
、
念
慶
が
、
近
江
国
か
ら
の
封
物
と
し
て
手
作
布
を
受
納
し
た
際
の
請
文
の

案
文
。
手
作
布
の
価
値
は
米
に
換
算
し
て
二
五
石
。
ま
た
、「
百
五
十
石
之
内
、
先
下
之
殘
」
と
い
う
文
言
か
ら
、
一
連
の
封

物
納
入
に
つ
い
て
は
、
あ
ら
か
じ
め
一
五
〇
石
と
い
う
枠
が
設
定
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。

（
史
料
４
）
東
大
寺
図
書
館
所
蔵
文
書
第
一
部
第
二
五
第
二
八
一
号

「
謹
（
端
裏
捻
封
ウ
ハ
書
）

「
□
（
端
裏
）

防
返
抄
成
了
」　

上
永
入
寺
御
房
侍　

僧
戒
禅
状
」

（
周
）

「（
袖
書
）

周
防
成
二

返
抄
一

給
了
、
載
二
百
三
十
五
石
一
、
返
抄
成
日
、
去
年
十
二
月
廿
三
日
、」

請
案
内
事



一
一
世
紀
の
日
本
に
お
け
る
送
金
為
替
手
形
の
問
題
に
つ
い
て

― 141 ―

右
、
須
自
於
二

参
仕
一

可
二

執
申
一

也
、
異
乱
仮
相
障
儀
候
者
、
不
二

参
仕
一

、
御
房
御
前
尓
可
レ

致
二

言
上
一

、
信
乃
前
司
被
レ

申
候
返
抄
、

周
防
土
佐
両
国
之
間
、
可
二

成
給
一

由
被
レ

申
、
早
々
可
二

成
給
一

者
也
、
謹
言
、

「（
天
）□喜
四
年
」　

三
月
廿
八
日　

僧
戒
禅
状

（
内
容
）
僧
戒
禅
が
、
天
喜
四
（
一
〇
五
六
）
年
三
月
二
八
日
に
、
東
大
寺
の
返
抄
発
給
に
関
わ
っ
て
い
た
永
入
寺
に
対
し
て

信
濃
前
司
へ
の
返
抄
交
付
を
依
頼
し
て
い
る
書
状
。
信
濃
前
司
は
、
周
防
国
宛
て
も
し
く
は
土
佐
国
宛
て
返
抄
の
交
付
を
希
望

し
て
い
る
旨
を
伝
達
し
、
早
急
な
事
務
処
理
を
依
頼
し
て
い
る（

13
）。

（
史
料
５
）
東
大
寺
図
書
館
所
蔵
文
書
第
三
部
第
一
二
第
八
六
号

　
　
「（
端
裏
）
信
乃
前
司
布
沙
汰
文
」

　
　

進
上

　
　
　

信
乃
前
司
請
文
目
録
并
消
息
等

　
　

右
、
進
上
如
レ

件
、
抑
物
残
他
国
尓
可
二

成
給
一

由
云
々
、
早
々
可
レ

申
二

成
給
一

者
也
、
以
二

此
消
息
旨
一

、
吉
　々

令
レ

申
給
耳
、
謹
言
、

　
　
　
　

三
月
廿
九
日　

僧
戒
禅
状

　
　

謹
々
上　

伊
勢
入
寺
御
房
ま
い
る

（
内
容
）
戒
禅
が
、
天
喜
四
（
一
〇
五
六
）
年
三
月
二
九
日
に
、
東
大
寺
の
返
抄
発
給
に
関
わ
っ
て
い
た
伊
勢
入
寺
に
対
し
て
、
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信
濃
前
司
か
ら
の
請
文
目
録
と
書
状
を
提
出
し
た
時
の
送
り
状
。「
物
残
」
に
つ
い
て
は
「
他
国
」
宛
て
の
返
抄
交
付
を
求
め

る
信
濃
前
司
の
意
向
を
伝
え
る
。
信
濃
前
司
の
提
出
し
た
請
文
目
録
と
書
状
は
、
現
存
し
な
い
。

（
史
料
６
）
東
大
寺
図
書
館
所
蔵
文
書
第
一
部
第
二
五
第
一
八
八
号

　
　
　
　
　
　

案
文

勘
進　
牢
籠
八
丈
絹
一
疋
并
後
請
鴨
頭
草
移
一
帖
等
代
十
八
石
三
斗
、
以
二
近
江
天
喜
四
年
御
封
一
被
レ
成
二
御
下
文
一
既
了
、
同
年
十
一
月
廿
三
日
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

勘
加
一
石
七
斗

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

百
五
十
五
石
定

　

度
々
領
納
色
々
雜
物
等
事

八
丈
絹
二
疋
代
米
三
十
石
疋
別
十
五
石
卅
疋
代

六
丈
手
作
布
六
十
端
代
四
十
五
石

以
二
四
丈
二
段
一
充
二
一
疋
一
定

鴨
頭
草
移
三
帖
代
十
石
、
疋
別
十
五
枚
定
、

已
上
天
喜
三
年
十
月
十
四
日
請

但
如
レ

被
二

催
進
一

者
、
八
丈
絹
三
疋
也
、
勘
二
於
納
記
一

、
既
件
絹
如
二

十
月
十
一
日
御
解
文
一

□（
五
）疋
也
、
而
二
疋
領
納
三
疋
返

進
之
由
、
所
二

記
置
一

也
、
依
レ

有
二

相
違
一

召
二

問
彼
請
使
一

、
沙
汰
一
二

定
之
一

後
、
代
物
可
レ

令
レ

奉
之
状
如
レ

件
、
上
件
絹
依
二

使
請
文
一
明
日
給
二
其
代
一
事
、

紅
花
五
斤
代
米
十
□（
石
）、
斤
別
二
石
、
十
疋
代
、

同
年
十
月
十
九
日
請
、
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六
丈
手
作
布
廿
段
代
米
十
五
石
、
十
五
疋
代
、

同
年
十
一
月
六
日
請
、

六
丈
手
作
布
卅
三
段
二
丈
代
米
廿
五
石
、
廿
五
疋
代
、

同
年
十
二
月
二
日
請
、

　
　
　

都
合
百
卅
五
石

右
、
去
年
雜
物
料
物
、
勘
進
如
レ

件
、

　
　

天
喜
四
年
三
月
廿
九
日　
　
　
　

僧

「（
紙
背
）
謹
々
上　

伊
勢
入
寺
御
房
ま
い
る
僧
戒
禅
状
」

（
内
容
）
信
濃
前
司
よ
り
提
出
さ
れ
た
四
通
の
請
文
案
文
と
東
大
寺
側
の
記
録
を
突
き
合
わ
せ
て
、
実
際
の
納
入
済
額
を
、
東

大
寺
側
が
確
定
し
た
も
の
。史
料
１
の
請
文
案
文
で
受
納
し
た
と
す
る
八
丈
絹
三
疋
は
、（
五
疋
の
う
ち
三
匹
は
返
納
し
た
の
で
）

実
際
に
は
二
疋
の
み
の
受
納
で
あ
る
こ
と
が
判
明
し
た
。
そ
の
た
め
、「
依
有
相
違
召
問
彼
請
使
」
と
あ
る
よ
う
に
、
納
入
済

額
の
相
違
に
つ
い
て
、
使
者
（
念
慶
）
に
問
い
た
だ
す
と
し
て
い
る
。
ま
た
、「
上
件
絹
依
使
請
文
明
日
給
其
代
事
」
以
下
は
、

明
日
に
で
も
そ
の
不
足
し
た
分
を
受
け
取
る
と
い
う
意
味
と
推
定
さ
れ
て
い
る（

14
）。

信
濃
前
司
自
身
は
、
一
五
〇
石
分
を
近
江
国

分
の
封
物
納
入
済
額
と
認
識
し
て
、
そ
れ
に
対
応
す
る
請
文
案
文
を
提
出
し
た
の
で
あ
る
が
、
結
局
、
東
大
寺
が
納
入
済
と
認

定
し
た
の
は
、
そ
の
う
ち
一
三
五
石
で
あ
っ
た
。

　

ま
た
、「
勘
進
」
の
下
側
の
記
事
に
よ
る
と
、
こ
の
一
三
五
石
に
、
未
納
と
さ
れ
た
絹
一
疋
の
価
格
と
後
に
納
入
さ
れ
た
鴨

頭
草
移
し
等
の
価
格
の
合
計
で
あ
る
一
八
石
三
斗
が
加
え
ら
れ
、
さ
ら
に
一
石
七
斗
が
加
算
さ
れ
て
、
合
計
一
五
五
石
と
し
て

定
め
ら
れ
た
と
あ
る
。
こ
の
部
分
の
解
釈
は
難
解
で
あ
る
が
、
全
体
像
を
解
き
明
か
す
糸
口
で
も
あ
る
。
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（
史
料
７
）『
平
安
遺
文
』
七
八
四
号
（
紀
某
請
文
）

給
預假

納
壹
枚
東
大
寺
周
防
國
天
喜
三
年
料
内
、

載
二
米
佰
參
拾
伍
斛
一
之
、　　

右
、
先
日
所
レ

進
物
代
佰
伍
拾
斛
之
内
、
且
所
二

給
預
一

也
、
但
付
二

辨
濟
一

所
レ

進
、
可
レ

言
二

上
事
由
一

之
状
如
レ

件
、

天
喜
四
年
三
月
廿
九
日　
　
　
　
　

紀
（
花
押
）

（
内
容
）東
大
寺
か
ら
周
防
国
宛
て
返
抄
が
発
行
さ
れ
、そ
れ
が
紀
某
に
よ
っ
て
受
領
さ
れ
た
際
の
請
文
。史
料
４
と
史
料
５
で
、

信
濃
前
司
が
返
抄
の
発
給
を
申
請
し
て
い
た
こ
と
か
ら
、
こ
の
紀
某
は
、
信
濃
前
司
の
使
者
で
あ
る
。
文
書
の
日
付
は
、
天
喜

四
（
一
〇
五
六
）
年
三
月
二
九
日
と
な
っ
て
お
り
、
先
の
史
料
４
と
史
料
５
の
戒
禅
書
状
の
日
付
か
ら
し
て
、
迅
速
に
事
務
処

理
が
な
さ
れ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
交
付
さ
れ
た
周
防
国
宛
て
返
抄
の
額
面
は
、
米
建
て
で
一
三
五
石
で
あ
る
。

（
二
）
全
体
的
解
釈
と
疑
問
点

　
　

以
上
の
史
料
に
関
し
て
、
ま
ず
、
異
論
な
く
認
め
ら
れ
る
点
か
ら
整
理
・
確
認
す
れ
ば
、

◎
天
喜
三
（
一
〇
五
五
）
年
十
月
十
四
日
以
降
、
念
慶
は
、
近
江
国
の
封
物
納
入
分
と
し
て
、
絹
等
、
米
建
て
の
価
値
に
し
て
一
五
〇

石
分
の
物
品
を
受
納
し
、
そ
れ
に
対
し
て
総
額
一
五
〇
石
分
の
請
文
を
交
付
し
た
こ
と
。

◎
し
か
し
、
後
の
東
大
寺
側
の
調
査
に
よ
り
、
一
五
〇
石
分
の
う
ち
、
一
五
石
分
の
絹
の
未
納
が
判
明
し
た
こ
と
。
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◎
本
来
、
近
江
国
の
封
物
納
入
分
の
領
収
書
で
あ
っ
た
請
文
は
、
何
ら
か
の
理
由
で
信
濃
前
司
の
関
与
す
る
と
こ
ろ
と
な
り
、
請
文
の

「
案
文
」
が
信
濃
前
司
よ
り
、
僧
戒
禅
を
経
由
し
て
東
大
寺
側
に
提
出
さ
れ
た
こ
と
。

◎
信
濃
前
司
は
、
周
防
国
宛
て
も
し
く
は
土
佐
国
宛
て
の
返
抄
の
交
付
を
希
望
し
た
こ
と
。

◎
そ
れ
に
対
し
て
、
周
防
国
宛
て
返
抄
が
信
濃
前
司
の
使
者
で
あ
る
紀
某
に
手
渡
さ
れ
た
こ
と
。

で
あ
る（

15
）。

　

た
だ
し
、
現
段
階
の
研
究
成
果
で
は
、
一
連
の
史
料
に
は
解
明
さ
れ
て
い
な
い
点
も
多
い
。
福
島
氏
を
は
じ
め
と
す
る
先
行
研
究
で
既

に
指
摘
さ
れ
て
い
る
点
も
含
め
て
、
疑
問
点
を
列
挙
す
れ
ば
、
以
下
の
よ
う
に
な
る
。

①　

近
江
国
の
封
物
納
入
に
対
す
る
請
文
に
、
信
濃
前
司
が
関
与
し
て
い
る
点
。

②　

東
大
寺
側
に
残
る
史
料
の
中
で
、
念
慶
が
物
品
受
納
の
際
に
手
渡
し
た
近
江
国
の
封
物
納
入
に
関
す
る
請
文
は
、
一
般
に
は
、
正

文
が
伝
存
し
て
い
る
が
、
こ
の
史
料
で
は
、「
案
文
」
が
東
大
寺
に
残
っ
て
い
る
点（

16
）。

し
か
も
、
そ
の
筆
跡
が
他
の
念
慶
請
文
と

同
筆
で
あ
り
、
念
慶
の
花
押
も
据
え
ら
れ
て
い
る
こ
と（

17
）か

ら
し
て
、
そ
の
案
文
は
念
慶
作
成
の
も
の
と
考
え
ら
れ
る
点
。

③ 　

㋐
近
江
国
の
封
物
納
入
に
関
す
る
請
文
の
案
文
を
証
拠
書
類
と
し
て
発
行
さ
れ
た
返
抄
は
、
近
江
国
宛
て
で
は
な
く
、
周
防
国
宛

て
で
あ
る
点
。

　

㋑
そ
の
た
め
、
本
来
の
納
入
者
で
あ
る
近
江
国
の
立
場
が
一
見
無
視
さ
れ
て
い
る
点
。

　

 

㋒
ま
た
、
東
大
寺
側
よ
り
納
入
済
と
認
定
さ
れ
た
分
の
一
三
五
石
と
い
う
数
値
に
、
天
喜
四
（
一
〇
五
六
）
年
三
月
二
九
日
以
降

に
近
江
国
か
ら
納
入
さ
れ
た
絹
等
の
価
額
十
八
石
三
斗
と
い
う
数
値
と
、
さ
ら
に
納
入
実
績
の
見
当
た
ら
な
い
一
石
七
斗
と
い

う
数
値
が
加
え
ら
れ
て
一
五
五
石
と
し
て
い
る
こ
と
の
意
味
。
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④　

信
濃
前
司
に
よ
る
返
抄
交
付
申
請
の
段
階
で
は
、
周
防
国
宛
て
返
抄
だ
け
が
交
付
申
請
の
対
象
と
な
っ
た
の
で
は
な
く
、
周
防
国

宛
て
返
抄
と
土
佐
国
宛
て
返
抄
と
の
い
ず
れ
か
と
い
う
形
で
「
二
者
択
一
的
」
に
交
付
が
申
請
さ
れ
て
い
る
点
。

⑤　

念
慶
は
、
本
来
、
若
狭
国
や
近
江
国
か
ら
の
封
物
徴
収
に
た
ず
さ
わ
っ
て
お
り（

18
）、

絹
一
疋
の
未
納
の
問
題
が
生
じ
た
と
は
い
え
、

少
な
く
と
も
そ
れ
以
外
の
一
三
五
石
分
に
つ
い
て
は
、
近
江
国
と
東
大
寺
の
間
に
立
っ
て
封
物
受
納
の
事
務
を
果
た
し
た
は
ず
で

あ
る
。
と
こ
ろ
が
、
一
三
五
石
分
の
納
入
に
関
し
て
念
慶
と
は
無
関
係
の
周
防
国
宛
て
返
抄
が
発
行
さ
れ
る
こ
と
に
よ
り
、
一
見
、

念
慶
の
労
力
が
無
視
さ
れ
る
よ
う
に
な
る
点
。

⑥　

信
濃
前
司
と
布
が
、
周
防
国
宛
て
返
抄
の
交
付
と
如
何
な
る
関
係
に
あ
る
の
か
と
い
う
点
。

⑦　

史
料
７
の
請
文
で
は
、
当
初
交
付
申
請
さ
れ
た
返
抄
の
額
面
は
一
五
〇
石
で
あ
る
の
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
一
三
五
石
分
の
返
抄
発

行
で
使
者
紀
某
が
問
題
な
く
受
納
し
て
い
る
点
。

（
三
）
疑
問
点
に
対
す
る
通
説
的
解
釈
と
そ
の
問
題
点

　

次
に
、
前
項
で
指
摘
し
た
疑
問
点
に
関
す
る
通
説
的
解
釈
を
示
し
、
そ
の
問
題
点
を
指
摘
す
る
。
通
説
的
に
は
、
当
時
、
封
物
納
入
の

請
負
を
す
る
者
が
存
在
し
て
お
り
、信
濃
前
司
も
近
江
国
や
周
防
国
等
複
数
の
国
の
納
入
を
請
負
っ
て
い
る
と
い
う
仮
説（

19
）を

前
提
と
し
て
、

一
連
の
史
料
は
理
解
さ
れ
て
き
た
（
以
下
で
は
、
こ
の
仮
説
を
「
旧
仮
説
」
と
す
る
）。
し
か
し
、
旧
仮
説
を
前
提
と
し
た
場
合
、
史
料

１
か
ら
史
料
７
に
見
出
さ
れ
る
事
象
を
、
あ
る
程
度
ま
で
は
説
明
を
可
能
に
す
る
も
の
の
、
多
く
の
点
で
整
合
的
説
明
が
困
難
に
な
っ
て

し
ま
う
。
以
下
で
は
、
旧
仮
説
を
前
提
に
し
て
い
る
福
島
氏
の
説
を
中
心
に
、
そ
の
問
題
点
を
列
挙
す
る
。
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ま
ず
、
先
述
の
疑
問
点
の
①
（
以
下
、
丸
囲
み
の
数
字
は
、
全
て
前
節
で
提
示
し
た
疑
問
点
の
番
号
に
対
応
す
る
）
に
対
し
て
は
、
福

島
氏
は
、
近
江
国
の
東
大
寺
へ
の
封
物
納
入
に
関
し
て
あ
ら
か
じ
め
近
江
国
と
信
濃
前
司
と
の
間
で
取
決
め
が
あ
り
、
信
濃
前
司
は
近
江

国
の
た
め
に
東
大
寺
に
物
資
を
「
代
納
」
す
る
立
場
に
あ
っ
た
と
解
釈
し
て
い
る（

20
）。

た
だ
し
、
代
納
関
係
に
あ
る
と
い
う
点
に
つ
い
て
は
、

必
ず
し
も
直
接
的
根
拠
が
あ
る
わ
け
で
は
な
い
。

　

②
に
関
し
て
は
、
福
島
氏
は
、
請
文
に
為
替
手
形
的
機
能
が
あ
り
、
請
文
は
案
文
で
も
徴
収
機
能
が
あ
る
可
能
性
を
指
摘
し
て
い
る（

21
）。

　

こ
の
点
に
つ
い
て
は
、
近
江
国
の
封
物
納
入
に
関
す
る
請
文
は
、
封
物
納
入
義
務
者
の
近
江
国
自
身
が
直
接
納
入
し
て
い
る
場
合
に
は
、

請
文
は
単
な
る
領
収
書
に
過
ぎ
な
い
か
ら
、
為
替
手
形
的
機
能
は
持
ち
得
な
い
。
ま
た
、
封
物
を
代
納
す
る
者
に
対
し
て
、
近
江
国
が
既

に
支
払
い
を
し
て
い
る
場
合
に
も
、
請
文
は
為
替
手
形
的
機
能
を
持
ち
得
な
い
。

　

た
だ
し
、
本
来
領
収
書
に
過
ぎ
な
い
返
抄
が
広
義
に
は
為
替
手
形
的
機
能
を
持
ち
得
た
よ
う
に
、
請
文
も
、
封
物
を
代
納
し
た
者
に
手

渡
さ
れ
た
後
に
、
本
来
の
封
物
納
入
義
務
者
に
提
示
さ
れ
て
支
払
い
の
請
求
が
な
さ
れ
る
段
階
な
ら
ば
、
為
替
手
形
的
機
能
を
果
た
す
可

能
性
は
あ
る
。
特
に
、
信
濃
前
司
が
代
納
者
で
あ
る
と
い
う
旧
仮
説
に
立
つ
か
ぎ
り
に
お
い
て
、
も
し
請
文
の
正
文
喪
失
の
危
険
を
回
避

す
る
等
の
理
由
で
、
一
時
的
に
請
文
の
「
案
文
」
が
使
用
さ
れ
た
と
い
え
る
な
ら
ば
、
案
文
も
為
替
手
形
的
機
能
を
持
つ
可
能
性
は
残
る

の
か
も
し
れ
な
い
。
し
か
し
、
案
文
は
あ
く
ま
で
正
文
で
は
な
い
の
で
あ
っ
て
、
代
納
者
と
い
う
信
濃
前
司
の
立
場
か
ら
す
れ
ば
、
案
文

の
み
の
取
得
は
、
事
務
的
に
も
ま
た
価
値
保
全
の
上
で
も
不
完
全
で
あ
り
、
最
終
的
に
は
正
文
の
入
手
こ
そ
が
必
要
で
あ
る
。
こ
れ
に
つ

い
て
は
、
あ
る
い
は
、
信
濃
前
司
が
一
時
的
に
案
文
を
受
納
し
た
後
、
正
文
に
引
換
え
る
直
前
に
、
旧
仮
説
の
い
う
近
江
国
と
の
代
納
関

係
が
解
消
し
て
し
ま
い
、
周
防
国
と
の
代
納
関
係
に
基
づ
い
て
周
防
国
宛
て
返
抄
の
入
手
を
希
望
し
た
の
だ
と
解
釈
す
れ
ば
よ
い
の
か
も

し
れ
な
い
。
し
か
し
、
旧
仮
説
の
言
う
と
こ
ろ
の
代
納
者
た
る
信
濃
前
司
の
未
納
分
と
判
定
さ
れ
た
一
五
石
分
の
絹
が
、
史
料
６
で
は
依
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然
近
江
国
に
よ
っ
て
納
入
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
す
れ
ば
、
代
納
関
係
が
解
消
さ
れ
た
と
い
う
解
釈
自
体
も
成
立
し
な
い
の
で
あ
る
。
な

ぜ
な
ら
、
代
納
関
係
が
解
消
さ
れ
て
し
ま
っ
た
な
ら
ば
、
史
料
６
で
信
濃
前
司
の
納
入
済
分
一
三
五
石
と
近
江
国
の
追
加
納
入
分
等
を
合

算
し
て
一
五
五
石
に
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
意
味
が
な
い
か
ら
で
あ
る
。

　

こ
の
よ
う
に
、
な
ぜ
請
文
の
案
文
が
使
用
さ
れ
て
い
る
か
に
つ
い
て
は
、
必
ず
し
も
論
理
的
に
説
明
で
き
て
い
な
い
の
で
あ
る
。

　

こ
の
こ
と
は
、
同
時
に
、
請
文
の
正
文
の
方
が
ど
の
よ
う
に
使
用
さ
れ
た
の
か
に
つ
い
て
も
、
整
合
的
な
説
明
が
で
き
て
い
な
い
と
い

う
こ
と
を
意
味
し
て
い
る
。

　

③
の
㋐
と
㋑
に
つ
い
て
は
、
福
島
氏
は
、
信
濃
前
司
は
近
江
国
の
封
物
を
支
払
え
る
立
場
に
あ
っ
た
の
だ
が
、
両
者
の
間
に
「
問
題
」

が
生
じ
、
念
慶
に
支
払
っ
た
分
を
近
江
国
か
ら
回
収
で
き
な
く
な
っ
た
た
め
、
念
慶
請
文
を
根
拠
に
周
防
国
宛
て
か
土
佐
国
宛
て
の
返
抄

の
交
付
を
希
望
し
た
と
す
る（

22
）。

　

し
か
し
、
も
し
こ
の
解
釈
に
立
つ
場
合
、
ま
ず
近
江
国
は
、
額
面
一
三
五
石
の
周
防
国
宛
て
返
抄
の
交
付
の
結
果
、
こ
の
ま
ま
で
は
一

三
五
石
分
の
近
江
国
宛
て
返
抄
の
入
手
の
見
込
み
は
な
く
な
る
か
ら
、
も
し
信
濃
前
司
の
東
大
寺
へ
の
代
納
に
対
す
る
精
算
分
と
し
て
近

江
国
か
ら
信
濃
前
司
側
へ
の
支
払
い
が
少
し
で
も
残
っ
て
い
れ
ば
、
そ
の
支
払
分
に
関
し
て
、
近
江
国
の
立
場
が
ま
っ
た
く
無
視
さ
れ
る

こ
と
に
な
る
。
た
だ
し
、
信
濃
前
司
か
ら
の
天
喜
三
（
一
〇
五
五
）
年
一
〇
月
以
降
の
東
大
寺
（
念
慶
）
へ
の
四
回
の
納
入
に
つ
い
て
は
、

近
江
国
か
ら
の
精
算
払
い
は
全
く
行
わ
れ
て
い
な
い
と
か
、
さ
も
な
け
れ
ば
一
旦
近
江
国
か
ら
信
濃
前
司
側
へ
支
払
い
が
な
さ
れ
た
分
は

全
て
近
江
国
へ
返
還
し
て
い
る
等
の
理
由
で
、
と
に
か
く
信
濃
前
司
と
近
江
国
の
間
に
は
債
権
債
務
関
係
が
一
切
残
在
し
な
い
と
い
う
な

ら
ば
、
代
納
関
係
解
消
後
に
近
江
国
が
請
文
や
返
抄
を
得
ら
れ
な
い
こ
と
に
も
問
題
は
な
く
な
る
。

　

と
こ
ろ
が
、
こ
の
解
釈
の
場
合
に
は
、
天
喜
三
（
一
〇
五
五
）
年
一
〇
月
以
降
に
東
大
寺
に
納
入
さ
れ
た
一
三
五
石
に
関
し
て
、
近
江
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国
は
も
は
や
無
関
係
で
あ
る
か
ら
、
一
連
の
納
入
実
績
と
近
江
国
と
の
関
係
は
断
ち
切
ら
れ
て
い
る
こ
と
に
な
る
の
で
、
信
濃
前
司
の
納

入
分
と
し
た
「
一
三
五
石
」
と
い
う
「
数
値
」
は
、
東
大
寺
と
近
江
国
と
の
間
で
は
「
全
く
蓋
然
性
の
な
い
数
値
」
と
な
る
。
つ
ま
り
、

旧
仮
説
及
び
福
島
説
に
立
つ
限
り
、
東
大
寺
と
近
江
国
と
の
関
係
に
お
い
て
は
、
天
喜
三
（
一
〇
五
五
）
年
一
〇
月
以
降
の
近
江
国
か
ら

東
大
寺
へ
の
納
入
額
は
「
無
い
」
の
で
あ
っ
て
、
史
料
６
に
出
て
く
る
「
一
三
五
石
」
と
い
う
数
値
は
、
近
江
国
に
と
っ
て
全
く
無
意
味

な
数
値
と
な
る
の
で
あ
る
。
し
か
も
、
そ
の
内
容
は
、
旧
仮
説
及
び
福
島
説
に
立
つ
限
り
、
近
江
国
に
と
っ
て
は
当
然
「
未
納
額
」
で
し

か
な
い
の
だ
か
ら
、
後
に
近
江
国
が
納
入
し
た
絹
等
の
「
納
入
済
額
」
で
あ
る
「
十
八
石
三
斗
」
と
合
算
さ
れ
て
い
る
点
が
、
こ
の
場
合

に
も
全
く
不
自
然
と
な
る
。
そ
の
合
算
し
た
数
値
は
、
あ
る
い
は
、
予
定
さ
れ
る
総
支
払
額
と
で
も
解
釈
す
れ
ば
よ
い
の
か
も
し
れ
な
い

が
、
そ
れ
で
も
信
濃
前
司
と
の
関
係
で
発
生
し
た
「
一
三
五
石
」
と
い
う
数
値
は
、
近
江
国
に
対
し
て
は
意
味
を
も
た
な
い
は
ず
で
、
や

は
り
「
一
三
五
石
」
と
い
う
数
値
が
選
択
さ
れ
た
こ
と
を
説
明
で
き
な
く
な
る
。
つ
ま
り
、
旧
仮
説
に
立
つ
福
島
説
で
は
、
こ
の
最
後
の

㋒
の
合
算
の
意
味
が
説
明
で
き
な
い
の
で
あ
る
。

　

④
に
つ
い
て
は
、
福
島
氏
は
、
信
濃
前
司
と
両
者
の
関
係
が
不
明
で
あ
る
と
し
て
い
る（

23
）。

旧
仮
説
を
前
提
と
す
れ
ば
、
信
濃
前
司
が
周

防
国
と
土
佐
国
の
徴
収
も
請
負
っ
て
お
り
、
代
納
し
た
分
は
返
抄
を
確
保
す
る
こ
と
に
よ
り
、
後
に
は
い
ず
れ
の
国
か
ら
で
も
回
収
で
き

る
と
解
釈
す
る
こ
と
に
な
ろ
う（

24
）。

し
か
し
、
史
料
５
で
の
「
物
残
は
他
国
」
宛
て
で
の
交
付
で
も
よ
い
と
い
う
姿
勢
か
ら
す
れ
ば
、
結
局
、

信
濃
前
司
は
返
抄
の
宛
先
と
な
る
国
を
必
ず
し
も
特
定
し
て
い
な
い
の
で
あ
る
。
こ
の
点
、
も
し
旧
仮
説
を
前
提
と
す
れ
ば
、
信
濃
前
司

自
身
が
請
負
関
係
に
あ
る
国
を
宛
先
と
し
た
返
抄
交
付
に
固
執
す
る
は
ず
で
あ
り
、
こ
う
し
た
宛
先
の
不
特
定
性
を
説
明
で
き
な
い
。

　

⑤
に
つ
い
て
は
、
福
島
氏
は
、
念
慶
に
一
五
五
石
の
徴
収
が
課
せ
ら
れ
た
と
し
て
い
る
が（

25
）、

先
の
一
三
五
石
分
の
念
慶
の
労
力
に
つ
い

て
は
言
及
が
な
く
、
不
十
分
で
あ
る
。
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⑥
に
つ
い
て
は
、
福
島
氏
は
、「
布
」
は
代
納
し
た
八
丈
絹
・
紅
花
・
六
丈
手
作
布
・
鴨
頭
草
と
い
う
物
品
を
「
代
表
」
す
る
記
載
で

あ
る
と
し
て
い
る
が（

26
）、

お
そ
ら
く
旧
仮
説
を
前
提
と
す
る
以
上
、
そ
の
よ
う
に
解
釈
す
る
し
か
な
い
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、
納
入
さ
れ
た

八
丈
絹
等
に
つ
い
て
は
、
東
大
寺
側
は
史
料
６
で
「
色
々
雑
物
」
と
表
現
し
、
念
慶
も
史
料
１
で
「
雑
物
」
と
表
現
し
て
い
る
の
だ
か
ら
、

代
納
品
全
体
を
表
現
す
る
な
ら
ば
「
信
濃
前
司
雑
物
」
と
で
も
な
る
は
ず
で
あ
る
。
よ
っ
て
、「
信
乃
前
司
布
」（
史
料
５
）
と
い
う
表
現

は
、
文
字
通
り
「
信
濃
前
司
の
布
」
と
い
う
意
味
に
と
る
べ
き
で
あ
る
。

　

⑦
に
つ
い
て
は
、
福
島
氏
は
、
信
濃
前
司
側
が
東
大
寺
の
調
査
結
果
を
受
け
入
れ
た
と
す
る（

27
）。

旧
仮
説
に
立
つ
福
島
説
は
、
八
丈
絹
等

を
信
濃
前
司
の
代
納
分
と
し
て
い
る
か
ら
、
一
三
五
石
分
で
信
濃
前
司
の
使
者
が
問
題
な
く
受
納
し
て
い
る
点
も
、
必
然
的
に
そ
う
し
た

解
釈
に
な
ろ
う
。

　

し
か
し
、
そ
の
解
釈
の
も
と
で
は
、
東
大
寺
側
が
返
納
し
た
と
い
う
絹
一
疋
は
、
東
大
寺
（
あ
る
い
は
念
慶
）
と
信
濃
前
司
と
の
間
の

問
題
で
あ
る
は
ず
な
の
に
、
史
料
６
に
「
以
近
江
天
喜
四
年
御
封
被
成
御
下
文
既
了
」
と
い
う
よ
う
に
、
近
江
国
が
絹
一
疋
の
事
後
処
理

を
負
う
点
が
、
こ
こ
で
も
問
題
と
し
て
残
っ
て
し
ま
う
の
で
あ
る
。

　

以
上
、
史
料
１
か
ら
史
料
７
に
関
し
て
は
、
旧
仮
説
や
そ
れ
を
前
提
と
す
る
福
島
説
で
は
全
体
と
し
て
整
合
的
な
把
握
が
で
き
て
い
な

い
こ
と
が
明
ら
か
と
な
っ
た
。
そ
こ
で
、
以
下
で
は
、
よ
り
整
合
的
な
把
握
方
法
を
模
索
し
て
み
る
。
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第
三
章　

送
金
為
替
手
形
と
し
て
の
返
抄

（
一
）
新
仮
説
の
提
示

　

史
料
１
か
ら
史
料
７
ま
で
の
全
体
を
整
合
的
に
解
釈
す
る
た
め
に
手
が
か
り
と
な
る
の
は
、
次
の
六
点
で
あ
る
。

１　

信
濃
前
司
か
ら
交
付
申
請
の
あ
っ
た
返
抄
の
宛
先
は
、
周
防
国
・
土
佐
国
で
あ
り
、
と
も
に
京
都
以
西
の
国
で
あ
る
が
、
必
ず
し

も
宛
先
は
特
定
化
さ
れ
て
い
な
い
点
。

２　

周
防
国
宛
て
返
抄
は
、
京
都
で
周
防
国
の
在
京
機
関
に
提
示
す
れ
ば
、
そ
の
在
京
機
関
は
返
抄
入
手
の
た
め
に
米
一
三
五
石
の
払

出
に
応
じ
る
か
、
あ
る
い
は
、
第
一
章
で
見
た
よ
う
な
下
文
に
よ
り
京
都
周
辺
の
納
所
に
対
し
て
使
者
へ
の
払
出
を
指
示
す
る
で

あ
ろ
う
点（

28
）。

３　

念
慶
は
「
大
津
」
を
重
要
な
活
動
拠
点
と
し
て
い
る
点（

29
）。

特
に
、
念
慶
は
若
狭
国
や
近
江
国
か
ら
の
封
物
を
受
納
し
、
時
に
は
受

納
し
た
米
等
に
よ
っ
て
東
大
寺
に
必
要
な
物
資
を
買
付
け
る
役
割
も
果
た
し
て
お
り（

30
）、

こ
れ
を
東
大
寺
か
ら
見
れ
ば
、
大
津
に
あ

る
資
金
を
運
用
し
て
必
要
物
資
を
購
入
す
る
出
先
機
関
的
存
在
で
あ
っ
た
点（

31
）。

４　

史
料
２
と
史
料
５
の
「
布
」
は
絹
等
の
「
代
表
」
と
し
て
の
概
念
で
は
な
く
、
信
濃
前
司
が
保
有
し
て
い
た
「
現
物
」
の
布
で
あ

り
、
そ
の
保
有
場
所
は
、
信
濃
前
司
が
念
慶
作
成
の
案
文
を
入
手
し
て
い
る
以
上
、「
大
津
の
周
辺
」
と
す
る
の
が
妥
当
で
あ
る
点
。

５　

近
江
国
の
封
物
納
入
に
対
す
る
請
文
の
「
正
文
」
は
、
本
来
、
近
江
国
に
と
っ
て
は
返
抄
獲
得
の
事
務
手
続
上
に
必
要
な
「
価
値

の
あ
る
文
書
」
で
あ
る
点
。
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６　

史
料
６
で
、
問
題
の
一
三
五
石
と
後
に
近
江
国
が
納
入
し
た
分
の
価
値
一
八
石
三
斗
と
が
合
算
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
す
れ
ば
、

天
喜
三
（
一
〇
五
五
）
年
一
〇
月
以
降
、
東
大
寺
に
納
入
さ
れ
た
一
三
五
石
分
も
、
近
江
国
か
ら
の
「
納
入
済
分
」
と
し
て
東
大

寺
も
近
江
国
も
認
識
し
て
い
る
点
。

　

以
上
の
六
点
か
ら
考
え
た
場
合
、
ま
ず
、
１
か
ら
４
に
着
目
す
れ
ば
、
信
濃
前
司
が
近
江
国
に
あ
る
自
分
の
布
を
大
津
で
念
慶
に
譲
渡

し
て
周
防
国
宛
て
返
抄
を
入
手
し
、
そ
の
返
抄
に
よ
っ
て
京
都
方
面
で
周
防
国
か
ら
米
を
獲
得
で
き
る
と
い
う
見
通
し
、
つ
ま
り
返
抄
が

送
金
為
替
手
形
と
し
て
利
用
さ
れ
て
い
る
と
い
う
全
体
像
が
浮
か
び
上
が
る
で
あ
ろ
う（

32
）。

　

た
だ
し
、
こ
う
し
た
取
組
は
、
東
大
寺
の
返
抄
交
付
・
周
防
国
の
支
払
・
信
濃
前
司
の
布
の
支
払
と
い
う
三
つ
の
行
為
の
履
行
が
、
取

組
に
関
与
す
る
全
て
の
者
に
よ
っ
て
「
確
信
」
さ
れ
る
こ
と
を
前
提
と
し
て
成
立
す
る
の
で
あ
っ
て
、
そ
の
う
ち
一
つ
の
行
為
で
も
そ
の

確
実
性
が
疑
わ
れ
た
な
ら
ば
、
取
組
の
成
立
は
困
難
に
な
る
の
で
あ
る
。

　

こ
の
場
合
、
ま
ず
、
信
濃
前
司
側
か
ら
最
も
懸
念
さ
れ
る
の
は
、
京
都
方
面
で
の
周
防
国
の
支
払
の
確
実
性
で
あ
っ
て
、
信
濃
前
司
が

先
に
布
を
東
大
寺
（
念
慶
）
に
納
入
す
る
こ
と
に
よ
り
周
防
国
宛
て
返
抄
の
交
付
を
受
け
た
と
し
て
も
、
京
都
方
面
で
の
周
防
国
の
支
払

が
不
能
と
な
れ
ば
、
当
初
の
目
的
は
達
せ
ら
れ
ず
、
周
防
国
宛
て
返
抄
は
東
大
寺
に
返
却
し
、
先
に
納
入
し
た
分
の
布
は
東
大
寺
（
念
慶
）

か
ら
回
収
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
事
態
に
陥
る
の
で
あ
り
、し
か
も
そ
の
回
収
は
必
ず
し
も
保
証
さ
れ
な
い
と
い
う
危
険
が
あ
る
。

一
方
、
東
大
寺
側
の
、
特
に
東
大
寺
の
た
め
に
物
品
調
達
を
す
る
念
慶
側
か
ら
し
て
も
、
信
濃
前
司
か
ら
受
納
す
る
布
の
処
分
と
運
用
に

は
、
周
防
国
の
支
払
が
完
了
す
る
時
点
ま
で
制
約
が
残
る
と
い
う
不
便
が
生
じ
る
。
そ
の
た
め
、
こ
の
ま
ま
で
は
送
金
為
替
の
取
組
の
成

立
自
体
が
困
難
に
な
っ
て
し
ま
う
の
で
あ
る
。

　

こ
の
対
策
と
し
て
は
、
そ
う
し
た
信
濃
前
司
側
の
不
安
や
東
大
寺
側
の
不
便
を
解
消
す
べ
く
、
東
大
寺
側
が
先
に
返
抄
を
交
付
し
て
、
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信
濃
前
司
は
京
都
方
面
で
の
周
防
国
の
支
払
を
確
認
し
た
上
で
布
を
納
入
す
る
、
と
い
う
方
法
も
考
え
ら
れ
る
。
し
か
し
、
東
大
寺
か
ら

し
て
み
れ
ば
、
こ
の
場
合
に
は
、
信
濃
前
司
が
布
を
後
払
す
る
こ
と
は
必
ず
し
も
確
実
で
は
な
い
の
で
あ
っ
て
、
京
都
方
面
で
の
周
防
国

の
払
出
後
に
、
も
し
信
濃
前
司
が
東
大
寺
（
念
慶
）
に
布
を
納
入
し
な
け
れ
ば
、
東
大
寺
側
は
返
抄
を
交
付
し
な
が
ら
、
そ
の
対
価
を
獲

得
で
き
な
い
と
い
う
事
態
に
陥
る
。
そ
う
し
た
事
態
を
想
定
し
た
場
合
、
東
大
寺
側
は
返
抄
発
行
に
消
極
的
に
な
ら
ざ
る
を
得
ず
、
結
局
、

こ
の
場
合
も
送
金
為
替
の
取
組
の
成
立
が
困
難
に
な
る
の
で
あ
る
。

　

よ
う
す
る
に
、
こ
の
送
金
為
替
の
取
組
に
は
、
不
確
実
性
が
内
在
し
て
お
り
、
こ
の
ま
ま
で
は
、
信
濃
前
司
と
東
大
寺
そ
れ
ぞ
れ
が
、

自
ら
が
負
う
危
険
性
と
不
安
の
た
め
に
布
の
納
入
や
返
抄
交
付
を
躊
躇
し
て
し
ま
う
か
ら
、
送
金
為
替
の
取
組
の
成
立
が
難
し
く
な
る
の

で
あ
る
。

　

し
か
し
、
こ
う
し
た
不
確
実
性
を
緩
和
す
る
一
つ
の
方
法
と
し
て
、
信
濃
前
司
に
対
し
、
予
め
周
防
国
の
支
払
不
能
を
想
定
し
て
、
東

大
寺
（
念
慶
）
に
納
入
す
る
布
と
同
じ
価
値
を
持
つ
物
品
の
回
収
の
「
保
証
」
が
、
も
し
別
の
第
四
者
か
ら
与
え
ら
れ
た
な
ら
ば
、
信
濃

前
司
は
布
の
納
入
に
応
じ
や
す
く
な
る
し
、
東
大
寺
側
も
受
納
し
た
布
に
つ
い
て
処
分
上
の
制
約
が
緩
和
さ
れ
る
た
め
返
抄
交
付
に
応
じ

や
す
く
な
り
、
結
果
、
先
の
取
組
の
成
立
は
よ
り
容
易
に
な
ろ
う
こ
と
が
理
解
で
き
る
。
こ
う
し
て
見
た
場
合
、
手
が
か
り
と
な
る
点
の

う
ち
、
５
と
６
の
よ
う
に
、
近
江
国
の
封
物
納
入
に
対
す
る
請
文
（
あ
る
い
は
請
文
案
文
）
が
使
用
さ
れ
て
い
る
こ
と
、
つ
ま
り
近
江
国

（
あ
る
い
は
近
江
国
の
代
納
者
を
含
む
。
以
下
、「
近
江
国
」
の
概
念
は
全
て
同
じ
と
す
る
。）
が
、
信
濃
前
司
・
東
大
寺
・
周
防
国
の
三

者
に
関
与
し
て
い
る
の
は
、
そ
う
し
た
保
証
の
た
め
で
あ
ろ
う
こ
と
に
気
付
く
。
そ
こ
で
、
以
下
で
は
、
信
濃
前
司
が
近
江
国
の
代
納
者

の
関
係
に
あ
る
と
い
う
「
旧
仮
説
」
か
ら
一
旦
離
れ
、
史
料
１
か
ら
史
料
３
に
お
け
る
封
物
納
入
に
は
必
ず
し
も
信
濃
前
司
が
関
与
せ
ず
、

封
物
は
近
江
国
か
ら
東
大
寺
側
の
念
慶
に
支
払
わ
れ
、
請
文
は
近
江
国
が
入
手
し
て
い
た
と
い
う
「
新
し
い
前
提
」
に
立
ち
、
ま
ず
信
濃
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前
司
が
請
文
の
「
案
文
」
を
入
手
し
た
経
緯
か
ら
整
理
し
て
み
よ
う
。

　

そ
の
経
緯
と
し
て
、
一
つ
目
に
考
え
ら
れ
る
の
は
、
請
文
の
正
文
が
近
江
国
か
ら
信
濃
前
司
に
貸
与
さ
れ
、
信
濃
前
司
は
念
慶
に
正
文

を
持
ち
込
み
、「
写
し
」
と
し
て
の
案
文
を
念
慶
に
作
成
し
て
も
ら
っ
た
と
い
う
可
能
性
で
あ
る
。
二
つ
目
に
考
え
ら
れ
る
の
は
、
正
文

の
貸
与
の
有
無
に
関
わ
ら
ず
、
念
慶
所
有
の
「
控
え
」
と
し
て
の
案
文
が
流
用
さ
れ
た
と
い
う
可
能
性
で
あ
る
。

　

前
者
の
場
合
に
は
、
近
江
国
か
ら
信
濃
前
司
へ
の
正
文
貸
出
に
よ
っ
て
、
近
江
国
が
請
文
の
正
文
を
提
出
し
て
近
江
国
宛
て
返
抄
を
獲

得
す
る
こ
と
は
、
直
接
的
に
制
限
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。

　

ま
た
、
後
者
の
場
合
に
は
、
正
文
の
貸
出
が
あ
っ
た
と
す
れ
ば
、
前
者
同
様
に
返
抄
獲
得
に
は
制
限
が
発
生
す
る
し
、
た
と
え
請
文
の

正
文
の
貸
出
が
な
い
場
合
に
も
、
近
江
国
宛
て
返
抄
の
交
付
は
暫
時
保
留
す
る
と
い
う
近
江
国
と
東
大
寺
双
方
の
「
取
決
め
」
さ
え
あ
れ

ば
、
近
江
国
宛
て
返
抄
の
交
付
は
制
限
可
能
で
あ
る
。
な
お
、
本
来
は
念
慶
の
手
許
に
存
在
す
る
は
ず
の
案
文
が
存
在
し
な
い
と
い
う
事

実
自
体
も
、
そ
の
ま
ま
で
返
抄
が
不
用
意
に
発
行
さ
れ
て
し
ま
う
こ
と
を
防
止
す
る
で
あ
ろ
う
。

　

こ
の
他
に
も
、
請
文
の
案
文
入
手
に
至
る
過
程
は
色
々
な
想
定
が
可
能
で
あ
ろ
う
が
、
い
ず
れ
の
場
合
で
も
、
な
ん
ら
か
の
形
で
、
近

江
国
宛
て
返
抄
の
発
行
さ
え
保
留
さ
れ
て
い
れ
ば
、
た
と
え
信
濃
前
司
の
支
払
と
東
大
寺
の
周
防
国
宛
て
返
抄
の
交
付
後
に
、
京
都
方
面

で
周
防
国
の
支
払
が
不
能
と
な
っ
て
し
ま
っ
た
と
し
て
も
、
信
濃
前
司
は
納
入
し
た
布
の
価
値
の
回
復
が
可
能
と
な
る
。
な
ぜ
な
ら
、
近

江
国
宛
て
返
抄
交
付
の
保
留
解
除
の
条
件
と
し
て
、
近
江
国
か
ら
信
濃
前
司
へ
の
「
保
証
的
支
払
」
さ
え
付
し
て
い
れ
ば
、
そ
れ
に
よ
り

近
江
国
は
返
抄
入
手
の
た
め
に
信
濃
前
司
へ
支
払
う
こ
と
を
余
儀
な
く
さ
れ
る
か
ら
で
あ
る
。

　

た
だ
、
信
濃
前
司
の
立
場
か
ら
す
れ
ば
、
近
江
国
の
保
証
履
行
を
確
保
す
る
上
で
は
、
請
文
の
正
文
は
、
近
江
国
や
他
の
者
が
保
有
し

て
い
る
よ
り
も
、
自
ら
保
有
し
て
保
証
履
行
を
催
促
す
る
際
の
切
り
札
と
し
て
確
保
し
て
お
く
の
が
、
第
一
の
安
全
策
で
あ
る
。
そ
こ
で
、
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以
下
で
は
、
可
能
な
想
定
の
う
ち
、
も
っ
と
も
蓋
然
性
の
高
い
も
の
と
し
て
、
近
江
国
の
封
物
納
入
に
対
す
る
請
文
が
、
信
濃
前
司
に
貸

出
さ
れ
て
信
濃
前
司
に
保
有
さ
れ
る
こ
と
に
よ
り
、
返
抄
発
行
が
保
留
さ
れ
、
そ
の
保
証
的
支
払
が
担
保
さ
れ
る
と
い
う
仮
説
に
立
っ
て
、

論
を
進
め
て
い
く（

33
）。

　

さ
て
、
こ
こ
で
保
証
す
る
立
場
と
し
た
近
江
国
の
負
担
で
あ
る
が
、
近
江
国
は
保
証
の
支
払
が
発
生
し
た
と
し
て
も
、
無
意
味
な
支
出

を
一
方
的
に
負
担
す
る
わ
け
で
は
な
い
。
な
ぜ
な
ら
、
近
江
国
側
は
、
こ
の
保
証
的
支
払
と
引
換
に
、
信
濃
前
司
の
東
大
寺
に
対
す
る
布

の
納
入
実
績
を
獲
得
で
き
る
か
ら
で
あ
る
。
納
入
実
績
の
獲
得
は
、
保
証
で
の
支
払
と
引
換
に
、
信
濃
前
司
が
布
納
入
の
際
に
受
納
す
る

請
文
を
譲
り
受
け
、
自
己
の
封
物
納
入
の
実
績
に
転
換
す
れ
ば
、
書
類
上
だ
け
で
行
う
こ
と
が
で
き
る
。
近
江
国
は
、
天
喜
四
（
一
〇
五

六
）
年
以
降
に
も
継
続
的
に
封
物
納
入
の
義
務
が
あ
り
、
早
晩
、
東
大
寺
に
封
物
を
納
入
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
立
場
に
あ
る
か
ら
、
新

た
な
納
入
実
績
の
獲
得
す
な
わ
ち
新
た
な
請
文
の
獲
得
は
、
将
来
の
返
抄
獲
得
の
上
で
意
味
が
あ
る
の
で
あ
る
。
な
お
、
近
江
国
か
ら
貸

出
さ
れ
た
請
文
は
、
こ
の
近
江
国
の
保
証
履
行
に
よ
っ
て
近
江
国
に
返
還
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
は
当
然
で
あ
る
。

　

と
こ
ろ
で
、
為
替
の
取
組
額
が
「
一
三
五
石
」
と
定
め
ら
れ
た
こ
と
の
意
味
は
何
で
あ
ろ
う
か
。
近
江
国
が
封
物
を
早
晩
納
入
す
べ
き

義
務
が
あ
る
点
を
利
用
し
て
、
保
証
を
付
与
す
る
こ
と
が
で
き
る
と
い
う
だ
け
な
ら
ば
、
そ
の
保
証
額
を
、
東
大
寺
で
の
厳
密
な
審
査
を

経
て
「
一
三
五
石
」
と
制
限
す
る
必
要
は
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。

　

こ
の
点
を
、
ま
ず
信
濃
前
司
の
立
場
か
ら
考
え
れ
ば
、
た
と
え
信
濃
前
司
へ
の
保
証
の
た
め
に
近
江
国
の
封
物
納
入
に
対
す
る
請
文
が

貸
出
さ
れ
、
請
文
と
引
換
に
し
た
返
抄
発
行
が
制
限
さ
れ
て
い
よ
う
と
も
、
実
際
に
は
そ
の
請
文
に
対
応
す
る
封
物
が
な
ん
ら
か
の
理
由

で
返
納
さ
れ
て
し
ま
う
等
、
請
文
が
実
質
上
領
収
書
と
し
て
の
価
値
が
な
い
と
い
う
事
態
は
問
題
で
あ
る
。
な
ぜ
な
ら
ば
、
こ
の
場
合
に

は
、
近
江
国
が
納
入
実
績
を
表
象
し
な
い
請
文
の
取
戻
の
た
め
に
信
濃
前
司
に
対
し
て
保
証
的
支
払
を
し
よ
う
と
い
う
動
機
は
弱
ま
っ
て
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し
ま
い
、
保
証
が
履
行
さ
れ
な
い
可
能
性
が
生
じ
る
か
ら
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
は
、
信
濃
前
司
に
と
っ
て
不
安
要
因
と
な
り
、
や
は
り
送

金
取
組
の
成
立
を
阻
害
す
る
。
そ
こ
で
、
近
江
国
の
保
証
を
よ
り
確
実
に
す
る
た
め
に
は
、
請
文
に
記
載
さ
れ
た
封
物
の
実
際
の
納
入
情

況
を
調
査
し
、
あ
ら
か
じ
め
そ
の
保
証
履
行
の
確
実
な
範
囲
を
確
認
し
て
お
く
必
要
が
あ
る
。
周
防
国
宛
て
返
抄
の
発
行
に
際
し
て
、
近

江
国
の
封
物
納
入
に
対
す
る
請
文
が
、
念
慶
と
い
う
一
出
先
機
関
で
は
な
く
、
東
大
寺
の
返
抄
発
行
に
関
わ
る
機
関
に
よ
っ
て
審
査
さ
れ

な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
の
は
、
ま
さ
し
く
こ
う
し
た
事
情
に
よ
る
の
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
案
文
の
審
査
を
経
て
封
物
納
入
の
実
績
が
一

三
五
石
に
確
定
さ
れ
た
請
文
に
対
し
て
な
ら
ば
、
近
江
国
が
少
な
く
と
も
一
三
五
石
ま
で
の
範
囲
に
お
い
て
は
、
請
文
の
取
戻
に
応
じ
る

こ
と
が
経
済
的
に
合
理
的
で
あ
る
は
ず
だ
と
、
信
濃
前
司
は
理
解
で
き
る
か
ら
、
近
江
国
の
保
証
を
信
用
す
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
る
。

反
対
に
、
一
三
五
石
を
超
過
す
る
部
分
の
保
証
に
つ
い
て
は
、
近
江
国
が
一
三
五
石
に
確
定
し
た
請
文
の
取
戻
の
た
め
に
一
三
五
石
以
上

を
支
払
う
こ
と
は
そ
れ
ほ
ど
確
実
で
は
な
い
。
よ
っ
て
、
そ
の
超
過
部
分
は
信
濃
前
司
に
と
っ
て
安
心
で
き
る
保
証
と
は
な
ら
な
い
の
で

あ
る
。

　

ま
た
、
そ
の
際
、
信
濃
前
司
に
と
っ
て
、
借
受
け
た
請
文
の
正
文
は
、
近
江
国
の
保
証
履
行
を
担
保
す
る
文
書
で
あ
る
か
ら
、
東
大
寺

へ
の
返
抄
交
付
の
申
請
に
際
し
て
も
、
正
文
を
手
放
す
こ
と
は
避
け
、
そ
の
案
文
の
使
用
を
選
択
す
べ
き
こ
と
は
、
容
易
に
理
解
で
き
よ

う
。

　

一
方
、
近
江
国
側
か
ら
見
た
場
合
に
は
、
保
証
額
が
一
三
五
石
で
あ
る
必
要
は
な
い
。
先
に
想
定
し
た
保
証
的
支
払
の
あ
り
方
か
ら
す

れ
ば
、
三
〇
石
と
か
二
〇
〇
石
と
い
う
保
証
額
で
あ
ろ
う
と
、
そ
の
保
証
履
行
に
よ
っ
て
、
当
初
の
一
三
五
石
の
請
文
は
返
還
さ
れ
、
同

時
に
新
た
な
請
文
の
入
手
も
可
能
に
な
る
の
だ
か
ら
、
保
証
す
べ
き
額
面
が
制
限
さ
れ
る
要
因
は
一
見
存
在
し
な
い
で
あ
ろ
う
。
た
だ
し
、

保
証
履
行
に
よ
っ
て
獲
得
す
る
新
た
な
請
文
、
つ
ま
り
こ
こ
で
の
想
定
に
お
い
て
、
信
濃
前
司
が
布
納
入
に
よ
っ
て
得
た
請
文
は
、
東
大
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寺
に
よ
っ
て
正
式
な
審
査
を
経
て
納
入
済
み
と
認
め
ら
れ
た
わ
け
で
は
な
い
。
実
際
に
は
返
却
が
あ
っ
た
り
、
品
質
に
問
題
が
あ
る
な
ど

の
理
由
で
、
東
大
寺
に
よ
っ
て
納
入
を
否
認
さ
れ
て
し
ま
う
危
険
性
が
あ
る
の
は
、
史
料
６
の
事
例
と
同
じ
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
保
証
額

の
大
き
さ
に
関
わ
ら
ず
、
保
証
的
支
払
に
よ
る
新
た
な
請
文
の
獲
得
に
お
い
て
は
、
近
江
国
も
危
険
を
負
担
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
史
料

６
で
、
近
江
国
か
ら
の
納
入
済
物
品
と
は
別
に
、「
勘
加
一
石
七
斗
」
と
し
て
、
実
際
の
納
入
実
績
が
見
当
た
ら
な
い
数
字
を
、
納
入
済

額
と
合
算
し
て
い
る
の
は
、
そ
の
数
値
が
近
江
国
の
納
入
済
額
に
加
算
す
る
こ
と
が
認
め
ら
れ
た
も
の
で
あ
り
、
そ
れ
は
、
こ
の
保
証
に

よ
っ
て
危
険
を
負
担
す
る
近
江
国
へ
の
報
酬
分
と
考
え
ら
れ
る
。
因
み
に
、「
一
石
七
斗
」
は
保
証
額
「
一
三
五
石
」
の
約
「
八
〇
分
の
一
」

と
い
う
比
較
的
「
切
り
の
良
い
」
数
字
で
あ
り
、
こ
の
こ
と
も
「
一
石
七
斗
」
が
保
証
と
関
連
し
て
い
る
推
定
を
補
強
す
る
で
あ
ろ
う
。

　

な
お
、
東
大
寺
と
し
て
も
、
こ
の
送
金
の
取
組
に
参
加
し
て
、
大
津
で
布
を
保
有
確
保
す
る
こ
と
は
、
念
慶
に
よ
る
買
付
等
の
経
済
行

為
上
も
有
用
で
あ
る
。
そ
の
た
め
、
西
方
諸
国
に
対
す
る
封
物
の
受
納
権
を
、
大
津
で
の
布
に
転
換
さ
せ
る
動
機
は
、
東
大
寺
側
に
も
存

在
し
た
の
で
あ
る
。
ま
た
、
送
金
為
替
の
取
組
に
よ
っ
て
、
周
防
国
か
ら
の
封
物
納
入
分
を
早
期
に
確
保
で
き
る
点
も
、
東
大
寺
に
と
っ

て
は
好
都
合
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
史
料
６
で
「
一
石
七
斗
」
分
が
近
江
国
の
納
入
済
額
と
し
て
算
入
さ
れ
、
近
江
国
の
危
険
負
担
へ
の
報

酬
と
さ
れ
た
の
は
、
東
大
寺
側
か
ら
し
て
も
送
金
為
替
取
組
に
よ
る
利
益
が
存
在
し
た
か
ら
に
他
な
ら
な
い
。

　

以
上
、
信
濃
前
司
・
東
大
寺
・
周
防
国
と
い
う
三
者
間
に
お
け
る
送
金
為
替
の
取
組
に
関
し
て
、
そ
の
三
者
が
取
組
に
参
加
す
る
動
機

を
持
っ
て
い
る
こ
と
、
近
江
国
が
保
証
的
に
組
込
ま
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
取
組
は
安
定
的
と
な
り
成
立
が
よ
り
容
易
に
な
る
こ
と
、
ま

た
、
そ
の
保
証
の
確
実
性
を
審
査
す
る
た
め
に
は
、
近
江
国
の
封
物
納
入
に
対
す
る
請
文
が
審
査
さ
れ
る
必
要
が
あ
っ
た
こ
と
が
論
理
的

に
は
理
解
で
き
た
。
そ
こ
で
、
こ
の
理
解
の
も
と
で
、
七
点
の
史
料
全
体
を
把
握
す
る
新
し
い
仮
説
（
以
下
、「
新
仮
説
」
と
い
う
）
を

ま
と
め
て
み
れ
ば
、
次
の
よ
う
に
な
る
。
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（
新
仮
説
）　 

ま
ず
、
天
喜
三
（
一
〇
五
五
）
年
一
〇
月
以
降
、
近
江
国
は
東
大
寺
の
使
僧
念
慶
に
総
計
一
五
〇
石
分
の
封
物
を
納
入
し
、

念
慶
は
四
枚
の
請
文
を
近
江
国
に
交
付
し
た
（
史
料
１
か
ら
史
料
３
、
図
４
の
Ⅰ
）。
一
方
、
信
濃
前
司
（
あ
る
い
は
そ

の
関
係
者
）
は
、
大
津
付
近
で
布
を
保
有
し
て
お
り
、
京
都
方
面
へ
の
価
値
移
転
を
考
え
て
い
た
。
そ
こ
で
、
信
濃
前
司

は
、
近
江
国
と
念
慶
に
協
議
し
、
米
一
五
〇
石
の
価
値
が
あ
る
布
を
東
大
寺
（
念
慶
）
に
納
入
す
る
際
に
は
近
江
国
か
ら

一
五
〇
石
分
の
請
文
四
枚
を
借
受
け
る
こ
と
に
つ
い
て
同
意
を
得
た
。
信
濃
前
司
は
、
念
慶
に
一
五
〇
石
分
の
布
を
納
入

し
、
そ
れ
に
対
応
す
る
新
た
な
請
文
を
獲
得
す
る
（
図
４
の
Ⅱ
）
の
と
平
行
し
て
、
近
江
国
よ
り
封
物
納
入
に
対
す
る
請

文
を
借
受
け
（
図
４
の
Ⅲ
）、
さ
ら
に
念
慶
に
そ
の
写
し
と
し
て
案
文
を
作
成
し
て
も
ら
い
（
図
４
の
Ⅳ
）、
花
押
に
よ
り

案
文
の
内
容
が
正
文
と
同
じ
で
あ
る
こ
と
、
つ
ま
り
一
五
〇
石
分
の
封
物
納
入
が
あ
っ
た
こ
と
を
証
明
し
て
も
ら
っ
た
。

　

信
濃
前
司
は
、
請
文
目
録
等
を
作
成
し
、
証
拠
書
類
と
し
て
請
文
案
文
を
添
付
し
て
、
そ
れ
ら
を
戒
禅
経
由
で
東
大
寺

に
提
出
し
、
返
抄
の
交
付
申
請
を
行
っ
た
。
そ
の
際
、
戒
禅
を
通
じ
て
、
周
防
国
宛
て
も
し
く
は
土
佐
国
宛
て
の
返
抄
の

交
付
が
円
滑
に
行
わ
れ
る
こ
と
と
、
も
し
発
行
さ
れ
る
返
抄
の
額
面
が
一
五
〇
石
に
達
し
な
い
場
合
に
は
、
そ
の
残
り
分

（
物
残
）
は
他
国
宛
て
返
抄
を
交
付
し
て
も
ら
う
こ
と
を
依
頼
し
た
（
史
料
４
、
史
料
５
、
図
４
の
Ⅴ
）。
こ
の
申
請
に
対

し
て
、
請
文
案
文
の
突
合
せ
調
査
が
行
わ
れ
、
一
五
〇
石
中
、
絹
一
疋
に
あ
た
る
一
五
石
分
の
未
納
が
判
明
し
た
の
で
（
史

料
６
）、
信
濃
前
司
に
は
、
一
五
〇
石
分
の
一
部
と
し
て
、
額
面
一
三
五
石
の
周
防
国
宛
て
返
抄
が
交
付
さ
れ
、
信
濃
前

司
の
使
者
で
あ
る
紀
某
が
こ
れ
を
受
納
し
、
請
文
を
東
大
寺
に
提
出
し
た
（
史
料
７
、
図
４
の
Ⅵ
）。
信
濃
前
司
（
あ
る

い
は
そ
の
関
係
人
）
は
京
都
に
赴
き
、
周
防
国
宛
て
返
抄
を
周
防
国
の
在
京
機
関
に
提
示
し
、
払
出
を
受
け
た
（
図
４

の
Ⅶ（

34
））。
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一
方
、
京
都
で
の
米
一
三
五
石
の
受
納
を
確
認
し
た

信
濃
前
司
は
、
は
じ
め
に
近
江
国
か
ら
借
用
し
て
い
た

一
五
〇
石
分
の
請
文
（
実
質
一
三
五
石
分
）
を
返
却
し

た
。
ま
た
、
そ
の
一
三
五
石
分
と
近
江
国
か
ら
納
入
さ

れ
て
い
た
十
八
石
三
斗
、
さ
ら
に
は
保
証
へ
の
報
酬
と

し
て
の
一
石
七
斗
を
加
え
て
、
近
江
国
の
納
入
済
額
の

総
額
は
、
結
局
、
一
五
五
石
で
あ
る
こ
と
が
確
認
さ
れ

た
（
史
料
６
、
図
５
）。

（
二
）
新
仮
説
の
吟
味

　

そ
れ
で
は
、
新
仮
説
は
、
先
の
史
料
解
釈
上
の
疑
問

点
と
通
説
の
問
題
点
を
す
べ
て
整
合
的
に
説
明
す
る
で

あ
ろ
う
か
。
以
下
で
は
、
そ
の
こ
と
を
吟
味
し
て
み
よ

う
。

　

ま
ず
、
①
の
近
江
国
宛
て
請
文
に
信
濃
前
司
が
関
与

し
て
い
る
点
は
、
送
金
為
替
の
取
組
上
の
「
保
証
」
と

近江国（代納者を含む）
請文の貸出

Ⅲ 請文 絹等雑物

信濃前司（京都） 信濃前司（大津周辺で布を保有） Ⅰ

返抄
布への
　請文米 Ⅶ 返抄 Ⅳ Ⅱ

案文 布

周防国の在京機関
（もしくは弁済所）

Ⅵ 念　　　　　　慶
周防国宛て返抄
（135 石分） Ⅴ

絹等雑物

東　　　　大　　　　　寺

物品貨幣と物資の流れ

返抄の流れ

請文の流れ

（図４）
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し
て
十
分
理
解
可
能
で
あ
る
。

　

②
の
請
文
の
「
案
文
」
が
東
大
寺
に
残
る
点
も
、
近
江
国
の
保
証

の
確
実
性
を
東
大
寺
が
「
審
査
」
し
た
た
め
で
あ
る
と
し
て
理
解
可

能
で
あ
る
。
論
理
的
に
は
、
審
査
の
た
め
に
は
請
文
の
正
文
が
提
出

さ
れ
て
も
よ
い
が
、
請
文
は
近
江
国
に
と
っ
て
、
本
来
は
返
抄
を
入

手
す
る
た
め
の
重
要
な
証
拠
書
類
で
あ
り
、
新
仮
説
の
中
で
は
、
信

濃
前
司
に
貸
与
さ
れ
て
、
周
防
国
の
支
払
不
能
時
に
は
近
江
国
か
ら

の
保
証
的
支
払
を
強
制
す
る
機
能
も
あ
る
の
で
、
こ
の
正
文
を
審
査

の
た
め
に
東
大
寺
ま
で
移
送
し
提
出
す
る
場
合
、
紛
失
等
の
危
険
が

問
題
と
な
る
。
そ
の
た
め
、
請
文
の
正
文
を
保
護
す
る
目
的
上
、
請

文
の
案
文
が
使
用
さ
れ
る
の
は
、
自
然
で
あ
る（

35
）。

　

③
の
㋐
㋑
㋒
に
つ
い
て
は
、
新
仮
説
に
よ
り
、
矛
盾
な
く
説
明
で

き
る
。
ま
た
、
史
料
６
の
「
勘
進
」
の
下
に
あ
る
「
一
石
七
斗
」
に

つ
い
て
も
、
近
江
国
に
よ
る
保
証
上
の
危
険
負
担
に
対
し
て
、
報
酬

と
し
て
納
入
済
額
に
加
算
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

　

④
に
つ
い
て
は
、
信
濃
前
司
の
目
的
が
、
保
有
す
る
布
の
価
値
移

転
で
あ
る
と
す
れ
ば
、
京
都
方
面
で
東
大
寺
発
行
の
返
抄
に
対
し
て

近　　　江　　　国

元の請文返却

信濃前司（大津周辺）
絹他

（18 石 3 斗分） さらに別の請文（18 石 3 斗分）

念　　　　慶

東大寺

（図５）
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支
払
に
応
じ
る
者
は
、
周
防
国
で
も
土
佐
国
で
も
よ
い
の
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
西
国
の
諸
国
は
海
路
を
通
じ
て
物
資
を
京
都
方
面
へ
移
送

し
て
お
り
、
東
大
寺
に
対
し
て
は
封
物
納
入
の
義
務
を
負
い
、
返
抄
の
獲
得
を
必
要
と
し
て
い
た
の
で
、
信
濃
前
司
（
あ
る
い
は
そ
の
関

係
者
）
が
持
ち
込
ん
だ
返
抄
に
対
し
支
払
に
応
じ
る
の
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
こ
の
送
金
為
替
の
取
組
は
、
大
津
方
面
で
布
を
保
有
し
そ

れ
を
京
都
方
面
へ
移
送
す
る
必
要
の
あ
る
者
と
、
京
都
方
面
で
米
を
保
有
し
東
大
寺
に
支
払
義
務
が
あ
る
西
方
の
国
と
、
諸
国
か
ら
物
資

を
受
け
取
る
権
利
を
持
つ
東
大
寺
と
の
三
者
の
間
に
成
立
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

　

⑤
に
つ
い
て
は
、
新
仮
説
で
は
、
当
初
よ
り
近
江
国
は
念
慶
に
封
物
を
納
入
し
て
お
り
、
近
江
国
は
保
証
と
し
て
機
能
し
て
い
る
の
み

で
あ
る
か
ら
、
納
入
の
事
実
自
体
は
一
貫
し
て
存
在
し
て
お
り
、
念
慶
の
労
力
は
無
視
さ
れ
て
い
な
い
。
ま
た
、
近
江
国
の
封
物
納
入
に

対
す
る
請
文
の
案
文
を
審
査
し
て
周
防
国
宛
て
返
抄
が
発
行
さ
れ
て
い
る
が
、
周
防
国
宛
て
返
抄
に
よ
っ
て
信
濃
前
司
（
あ
る
い
は
そ
の

関
係
者
）
へ
の
京
都
方
面
で
の
払
出
が
完
了
す
れ
ば
、
も
は
や
近
江
国
の
保
証
は
不
要
と
な
り
、
信
濃
前
司
は
無
条
件
で
近
江
国
に
請
文

の
正
文
を
返
却
で
き
る
か
ら
、
そ
の
後
は
、
念
慶
が
近
江
国
よ
り
封
物
を
受
納
し
近
江
国
側
へ
請
文
を
交
付
し
て
い
る
と
い
う
送
金
為
替

取
組
以
前
の
状
態
に
、
書
類
面
で
も
回
復
す
る
こ
と
に
な
る
。
た
と
え
、
周
防
国
が
支
払
不
能
と
な
っ
た
と
し
て
も
、
先
述
の
よ
う
に
、

近
江
国
が
信
濃
前
司
へ
の
保
証
と
し
て
一
三
五
石
を
支
払
う
の
と
引
換
に
、
近
江
国
が
信
濃
前
司
の
納
入
実
績
を
獲
得
し
、
か
つ
貸
出
し

て
い
た
請
文
の
正
文
の
返
還
を
受
け
れ
ば
、
請
文
の
正
文
に
関
し
て
も
送
金
為
替
取
組
以
前
の
関
係
に
戻
る
の
で
あ
る
。
い
ず
れ
に
せ
よ
、

念
慶
が
近
江
国
の
封
物
を
受
納
し
た
と
い
う
事
実
は
一
三
五
石
分
に
関
す
る
か
ぎ
り
一
貫
し
て
存
在
し
て
い
る
の
で
あ
っ
て
、
そ
れ
に
関

す
る
念
慶
の
天
喜
三
（
一
〇
五
五
）
年
一
〇
月
以
降
の
労
力
は
無
視
さ
れ
て
い
な
い
。

　

⑥
に
つ
い
て
は
、
新
仮
説
に
よ
っ
て
、
送
金
為
替
の
取
組
と
し
て
十
分
説
明
可
能
で
あ
る
。

　

⑦
に
つ
い
て
は
、
新
仮
説
に
あ
る
よ
う
に
、
信
濃
前
司
の
使
者
は
、
送
金
為
替
の
取
組
の
た
め
に
納
入
し
た
一
五
〇
石
分
の
布
の
う
ち
、
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保
証
の
確
実
性
が
確
認
で
き
た
一
三
五
石
分
の
返
抄
を
受
納
し
た
と
理
解
で
き
る
。
ま
た
、
未
納
と
さ
れ
た
一
五
石
分
に
つ
い
て
は
、
近

江
国
に
催
促
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
の
点
は
旧
仮
説
を
前
提
と
す
る
か
ぎ
り
説
明
が
不
可
能
で
あ
る
の
に
対
し
、
新
仮
説
に
よ
っ
て
、
近
江

国
自
身
の
未
納
で
あ
っ
た
の
で
近
江
国
に
催
促
さ
れ
た
と
し
て
矛
盾
な
く
説
明
で
き
る
。

　

な
お
、
周
防
国
宛
て
返
抄
に
よ
る
当
初
の
送
金
枠
か
ら
も
れ
た
差
額
の
一
五
石
分
が
、
そ
の
後
如
何
に
処
理
さ
れ
た
か
は
、
史
料
上
は

不
明
で
あ
る
。
あ
る
い
は
、
近
江
国
に
よ
る
差
額
納
入
後
、
史
料
５
で
「
物
残
他
国
尓
可
成
給
」
と
い
う
よ
う
に
、
周
防
以
外
の
国
に
宛

て
て
送
金
が
取
組
ま
れ
た
か
も
し
れ
な
い
し
、
結
局
、
送
金
は
な
さ
れ
ず
に
一
五
石
分
の
布
が
東
大
寺
（
念
慶
）
か
ら
信
濃
前
司
に
返
納

さ
れ
た
と
も
考
え
ら
れ
る
。

　

以
上
、
新
仮
説
に
よ
り
、
先
の
七
件
の
史
料
全
体
が
整
合
的
に
理
解
可
能
に
な
る
こ
と
が
確
認
で
き
た（

36
）。

そ
の
中
で
は
、
信
濃
前
司
は

必
ず
し
も
近
江
国
と
の
代
納
関
係
に
は
な
く
、
返
抄
発
行
過
程
で
近
江
国
か
ら
の
保
証
を
引
き
出
し
て
い
る
よ
う
に
、
近
江
国
に
対
し
て

独
立
的
存
在
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
、
発
行
さ
れ
た
為
替
手
形
と
し
て
の
返
抄
は
、
人
格
的
な
保
証
が
与
え
ら
れ
た
の
で
は
な

く
、
封
物
納
入
を
示
す
請
文
と
い
う
有
価
文
書
に
よ
っ
て
保
証
が
担
保
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
た
め
、
保
証
が
近
江
国
に
よ
っ
て
恣
意
的
に

撤
回
さ
れ
る
こ
と
は
な
く
、
そ
の
為
替
手
形
は
よ
り
安
全
で
中
立
的
な
も
の
に
な
る
。
こ
れ
ら
の
こ
と
は
、
こ
の
為
替
手
形
が
、
信
濃
前

司
を
通
じ
て
、そ
の
関
係
者
や
さ
ら
に
周
辺
の
も
の
に
も
譲
渡
・
流
通
し
て
い
く
可
能
性
を
十
分
具
備
し
て
い
る
こ
と
を
意
味
し
て
い
る
。

　

こ
こ
に
、
一
一
世
紀
半
ば
に
お
い
て
譲
渡
性
と
流
通
性
を
備
え
た
送
金
為
替
手
形
が
存
在
し
た
こ
と
は
、
ほ
ぼ
確
実
に
な
る
の
で
あ
る（

37
）。
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お
わ
り
に

　

こ
れ
ま
で
の
研
究
で
は
、
一
一
世
紀
の
段
階
に
お
け
る
送
金
為
替
取
組
の
具
体
的
実
態
は
、
不
明
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
信
濃
前
司
に

関
わ
る
天
喜
三
（
一
〇
五
五
）
年
一
〇
月
以
降
の
文
書
の
検
証
の
結
果
、
少
な
く
と
も
一
一
世
紀
半
ば
に
は
送
金
為
替
手
形
が
存
在
し
て

い
た
こ
と
が
確
実
と
な
っ
た
。
ま
た
、
そ
の
為
替
手
形
は
、
人
的
保
証
で
は
な
く
、
請
文
と
い
う
有
価
文
書
を
介
在
と
し
て
保
証
が
な
さ

れ
て
い
た
た
め
に
、
よ
り
中
立
的
な
存
在
で
あ
り
、
譲
渡
性
を
具
備
し
う
る
こ
と
も
明
ら
か
と
な
っ
た
。

　

た
だ
し
、
従
前
の
研
究
の
中
で
は
、
一
一
世
紀
の
返
抄
等
に
関
わ
る
史
料
は
、
多
く
の
場
合
、
封
物
徴
収
の
「
請
負
」
の
存
在
を
前
提

と
し
て
解
釈
さ
れ
、
そ
の
も
と
で
歴
史
観
が
構
築
さ
れ
て
き
た
。
お
そ
ら
く
、
そ
う
し
た
史
料
の
中
に
は
、
本
稿
で
の
事
例
同
様
に
、
そ

の
前
提
を
離
れ
て
再
検
討
す
れ
ば
、
よ
り
整
合
的
な
全
体
把
握
が
可
能
に
な
る
事
例
が
多
数
存
在
す
る
と
予
想
さ
れ
る
。
は
じ
め
に
述
べ

た
一
一
世
紀
の
銅
銭
不
在
と
為
替
手
形
使
用
の
関
係
は
、
今
後
、
そ
う
し
た
作
業
を
通
じ
て
、
当
時
の
流
通
や
決
済
方
法
が
整
理
さ
れ
て

い
く
こ
と
に
よ
り
、
一
層
、
明
ら
か
に
な
っ
て
く
る
は
ず
で
あ
る
。

　

本
稿
は
、
そ
の
た
め
の
第
一
歩
で
あ
る
。

1　

そ
の
過
程
と
日
本
で
の
中
国
銅
銭
流
通
の
意
義
に
つ
い
て
は
、
旧
稿
（「
宋
代
の
国
際
通
貨
」『
経
済
論
叢
』
第
一
五
一
巻
第
一･

二･

三
号
、
一
九

九
三
年
、「
遼
北
宋
間
の
通
貨
問
題
」『
Ｍ
Ｕ
Ｓ
Ｅ
Ｕ
Ｍ　

Ｋ
Ｙ
Ｕ
Ｓ
Ｈ
Ｕ
』
第
五
一
号
、
一
九
九
六
年
、「
和
同
開
珎
の
銀
銭
の
問
題
に
つ
い
て
」『
社

会
経
済
史
学
』
第
六
四
巻
第
二
号
、
一
九
九
八
年
、「
市
場
と
貨
幣
に
対
す
る
律
令
政
府
の
支
配
力
」『
社
会
経
済
史
学
』
第
六
五
巻
第
二
号
、
一
九
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九
九
年
、「
平
安
中
期
の
銅
銭
流
通
途
絶
と
使
庁
権
力
拡
充
の
問
題
」『
社
会
経
済
史
学
』
第
六
六
巻
第
三
号
、
二
〇
〇
〇
年
、「
一
二
世
紀
末
の
宋
銭

排
除
論
と
そ
の
背
景
」『
社
会
経
済
史
学
』
第
七
〇
巻
第
五
号
、
二
〇
〇
五
年
）
で
明
ら
か
に
し
た
。

2　

網
野
善
彦
「
貨
幣
と
資
本
」『
岩
波
講
座
日
本
通
史
』
第
九
巻
（
中
世
三
）、
一
九
九
四
年
、
二
一
七
〜
二
一
八
頁
。
網
野
氏
の
説
は
、
大
石
直
正
「
平

安
時
代
後
期
の
徴
税
機
構
と
荘
園
制
」『
東
北
学
院
大
学
論
集
』（
歴
史
学
・
地
理
学
）
第
一
号
、
一
九
七
〇
年
、
佐
藤
泰
弘
「
一
一
世
紀
日
本
の
国

家
財
政
・
徴
税
と
商
業
」『
新
し
い
歴
史
学
の
た
め
に
』
二
〇
九
号
、
一
九
九
三
年
、
保
立
道
久
「
切
物
と
切
銭
」『
三
浦
古
文
化
』
五
三
号
、
一
九

九
三
年
等
に
よ
る
。

3　

桜
井
英
治
「
中
世
の
貨
幣
・
信
用
」『
新
体
系
日
本
史
』
一
二
（
流
通
経
済
史
）、
山
川
出
版
社
、
二
〇
〇
二
年
、
五
五
〜
五
九
頁
。

4　

福
島
正
樹
「
僧
戒
禅
書
状
と
そ
の
周
辺
」『
信
濃
・
第
三
次
』
四
〇
巻
六
号
、
一
九
八
八
年
。

5　

先
行
研
究
に
よ
り
、
返
抄
は
一
一
世
紀
半
ば
に
そ
の
役
割
や
意
義
に
変
化
が
あ
っ
た
こ
と
が
明
か
に
さ
れ
て
い
る
（
勝
山
清
次
『
中
世
年
貢
制
成

立
史
の
研
究
』
塙
書
房
、
一
九
九
五
年
、
一
一
〇
〜
一
一
一
頁
、
ま
た
福
島
正
樹
「
家
産
制
的
勘
会
の
成
立
と
展
開
」『
史
学
雑
誌
』
第
一
〇
一
編
第

二
号
、
一
九
九
二
年
、
五
八
〜
六
七
頁
等
）。
東
大
寺
の
天
喜
年
間
の
返
抄
を
主
題
と
し
て
い
る
本
稿
も
、
本
来
な
ら
ば
、
引
用
し
た
史
料
が
い
か
な

る
種
類
の
返
抄
に
関
す
る
も
の
で
あ
る
か
を
明
確
に
す
べ
き
で
あ
る
か
も
し
れ
な
い
。
し
か
し
、
そ
う
し
た
問
題
へ
の
言
及
は
、
か
え
っ
て
本
稿
の

叙
述
を
複
雑
に
す
る
の
み
で
あ
り
、
し
か
も
本
稿
の
論
証
の
た
め
に
は
、
い
か
な
る
返
抄
で
あ
れ
領
収
書
の
性
格
が
あ
れ
ば
十
分
で
あ
る
の
で
、
基

本
的
に
「
返
抄
」
と
の
み
表
現
す
る
。

6　

勝
山
、
注
（
５
）、
一
〇
七
〜
一
一
一
頁
。
ま
た
、
福
島
、
注
（
５
）、
六
〇
頁
の
図
Ⅲ
。

7　

例
え
ば
、
勝
山
、
注
（
５
）、
一
〇
四
〜
一
〇
七
頁
に
指
摘
が
あ
る
。

8　

史
料
に
、
三
六
〇
石
の
内
訳
と
し
て
、「
車
力
一
五
石　

斗
欠
卌
五
石
」
と
あ
る
う
ち
「
斗
欠
」
の
概
念
に
つ
い
て
は
、
先
行
研
究
で
は
あ
ま
り
明

ら
か
に
さ
れ
て
い
な
い
が
、別
稿
に
よ
り
改
め
て
検
討
し
た
い
。こ
こ
で
は
、文
書
に
よ
っ
て
米
が
払
出
さ
れ
た
こ
と
が
確
認
で
き
れ
ば
十
分
で
あ
る
。

9　

桜
井
、
注
（
３
）、
五
五
〜
五
九
頁
。
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10　

福
島
、
注
（
４
）、
一
〜
一
〇
頁
。

11　

史
料
の
翻
刻
に
つ
い
て
は
、『
平
安
遺
文
』
を
基
本
に
し
つ
つ
、
福
島
、
注
（
４
）、
山
口
県
編
『
山
口
県
史
』（
史
料
編
古
代
）、
山
口
県
、
二
〇

〇
一
年
等
の
翻
刻
を
参
照
し
た
。
た
だ
し
、
そ
れ
ら
の
間
で
字
句
に
相
違
の
あ
る
部
分
（
例
え
ば
『
東
大
寺
図
書
館
所
蔵
文
書
』
第
一
部
第
二
五
第

一
八
八
号
は
『
平
安
遺
文
』
七
八
五
号
と
し
て
も
翻
刻
さ
れ
て
い
る
が
、
福
島
、
注
（
４
）
と
の
間
で
か
な
り
の
相
違
が
あ
る
。）
に
つ
い
て
は
、『
東

大
寺
図
書
館
所
蔵
文
書
』
の
写
真
を
確
認
し
て
判
断
し
た
。
な
お
、
返
り
点
は
筆
者
が
付
し
た
。

12　

福
島
、
注
（
４
）、
四
〜
一
〇
頁
。

13　

な
お
、
袖
書
に
、
額
面
が
一
三
五
石
の
周
防
国
宛
て
返
抄
の
「
成
日
」
が
「
去
年
一
二
月
廿
三
日
」
と
あ
る
の
は
解
釈
が
難
し
い
が
、
去
年
を
天

喜
三
（
一
〇
五
五
）
年
と
解
釈
す
る
な
ら
ば
、
返
抄
が
遡
っ
た
日
付
で
交
付
さ
れ
と
い
う
こ
と
に
な
ろ
う
。
あ
る
い
は
、
袖
書
を
記
入
し
た
時
点
か

ら
考
え
て
の
去
年
と
解
釈
す
る
な
ら
ば
、
天
喜
四
年
十
二
月
二
三
日
に
周
防
国
充
て
返
抄
に
対
し
て
支
払
い
が
な
さ
れ
た
と
い
う
意
味
の
可
能
性
も

あ
る
。
い
ず
れ
の
解
釈
を
取
る
に
し
て
も
、
本
稿
の
仮
説
に
影
響
は
な
い
。

14　

福
島
、
注
（
４
）、
八
頁
。

15　

戒
禅
・
永
入
寺
・
伊
勢
入
寺
・
東
大
寺
別
当
の
相
互
関
係
や
、
返
抄
発
行
の
事
務
分
担
に
つ
い
て
は
、
福
島
、
注
（
４
）
に
詳
し
い
が
、
本
稿
で
は
、

そ
う
し
た
東
大
寺
側
の
内
部
関
係
に
つ
い
て
の
考
証
は
最
小
限
に
と
ど
め
、
東
大
寺
と
そ
の
外
部
に
あ
る
各
者
と
の
関
係
に
お
い
て
返
抄
の
機
能
を

分
析
す
る
。

16　

同
上
、
一
九
〜
二
〇
頁
。

17　

同
上
、
一
九
〜
二
〇
頁
。

18　

大
石
、
注
（
２
）、
二
五
頁
。
ま
た
、
河
野
通
明
「
古
代
末
期
の
徴
税
過
程
を
め
ぐ
る
貴
族
階
級
の
動
向
」『
待
兼
山
論
叢
』
一
号
、
一
九
六
七
年
、

一
一
八
頁
。

19　

例
え
ば
、
大
石
氏
は
、
源
頼
房
と
い
う
人
物
を
そ
う
し
た
複
数
の
国
の
封
物
徴
収
に
た
ず
さ
わ
る
者
と
し
て
お
り
（
大
石
、
注
（
２
）、
三
〇
〜
三
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一
頁
）、
福
島
氏
も
、
そ
の
事
例
を
一
つ
の
根
拠
と
し
て
、
信
濃
前
司
を
同
様
の
者
で
あ
る
と
し
て
い
る
（
福
島
、
注
（
４
）、
九
・
二
〇
頁
）。
た
だ

し
、
源
頼
房
に
つ
い
て
は
検
討
を
要
す
る
。

20　

同
上
、
九
頁
。

21　

同
上
、
二
〇
頁
。

22　

同
上
、
九
頁
。

23　

同
上
、
二
三
頁
。

24　

例
え
ば
、
大
石
、
注
（
２
）、
三
〇
〜
三
一
頁
に
、
複
数
国
で
の
徴
収
事
例
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。

25　

福
島
、
注
（
４
）、
八
頁
。

26　

同
上
、
二
〇
頁
。

27　

同
上
、
九
〜
一
〇
頁
。

28　

先
行
研
究
に
よ
れ
ば
、一
〇
世
紀
後
半
以
降
、官
衙
が
下
文
を
発
給
し
て
諸
国
か
ら
行
事
費
用
を
徴
収
す
る
方
法
が
確
立
し
て
お
り（
川
本
龍
市「
切

下
文
に
関
す
る
基
礎
的
研
究
」『
史
学
研
究
』
第
一
七
八
号
、
一
九
八
八
年
、
六
〜
九
頁
）、
物
資
は
、
直
接
国
司
か
ら
あ
る
い
は
京
都
周
辺
の
弁
済

使
か
ら
徴
収
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
て
い
る
（
同
上
、
一
六
頁
、
ま
た
勝
山
、
注
（
５
）、
五
〇
〜
五
一
・
七
九
〜
八
〇
頁
）。
ま
た
、
大
石
氏
は
、『
宇

津
保
物
語
』
の
中
で
「
白
き
米
二
百
石
が
券
」
が
贈
与
さ
れ
る
記
事
等
を
根
拠
と
し
て
、
封
物
が
納
所
梶
取
等
に
宛
て
た
下
文
に
よ
り
京
都
周
辺
で

払
出
さ
れ
る
方
法
は
、
一
一
世
紀
に
は
か
な
り
一
般
的
に
存
在
し
た
と
指
摘
し
て
い
る
（
大
石
、
注
（
２
）、
一
八
〜
二
二
頁
）。

29　

河
野
、
注
（
18
）、
一
二
一
〜
一
二
二
頁
。

30　

大
石
、
注
（
２
）、
二
五
〜
二
九
頁
。
河
野
、
注
（
18
）、
一
一
八
〜
一
二
四
頁
。

31　

大
津
は
、
公
的
制
度
に
よ
っ
て
北
陸
道
諸
国
か
ら
京
都
に
向
か
う
物
資
全
て
が
通
過
す
る
流
通
上
の
重
要
地
点
で
あ
り
、
ま
た
、
奈
良
の
東
大
寺

も
こ
の
地
を
利
用
し
て
い
た
（
西
岡
虎
之
助
『
荘
園
史
の
研
究
』
上
巻
、
岩
波
書
店
、
一
九
五
三
年
、
一
三
七
〜
一
四
四
頁
）。
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32　
「
送
金
」
と
い
う
表
現
に
つ
い
て
は
、
当
時
、
布
も
、
米
・
絹
と
と
も
に
物
品
貨
幣
と
し
て
使
用
さ
れ
て
い
た
の
で
、
問
題
は
な
い
。
例
え
ば
、『
今

昔
物
語
』
の
巻
第
一
六
参
長
谷
男
依
観
音
助
得
富
語
第
二
八
で
は
、
布
三
段む
ら

を
得
た
男
は
、
馬
と
鞍
と
馬
草
を
そ
れ
ぞ
れ
一
段
で
購
入
し
て
い
る
（『
新

日
本
古
典
文
学
大
系
』
三
五
（
今
昔
物
語
集
三
）、
一
九
九
三
年
、
五
四
五
〜
五
四
六
頁
）。
さ
ら
に
、
男
が
馬
を
売
却
す
る
時
に
、
馬
の
購
入
者
は
「
只

今
絹
・
布
ナ
ド
ハ
無
キ
ヲ
」
と
述
べ
、
男
も
「
絹
・
布
コ
ソ
ハ
要え
う

ニ
ハ
侍
レ
ド
モ
」
と
し
て
、
双
方
が
と
も
に
対
価
と
し
て
絹
や
布
を
挙
げ
た
の
は
（
同

上
、
五
四
七
頁
）、
当
時
、
布
が
物
品
貨
幣
と
し
て
使
用
さ
れ
て
い
た
か
ら
に
ほ
か
な
ら
な
い
。

33　

よ
っ
て
、
本
稿
で
こ
れ
か
ら
提
示
し
よ
う
と
す
る
新
し
い
仮
説
は
、
厳
密
に
は
、
成
立
し
う
る
仮
説
の
一
例
に
過
ぎ
な
い
。
た
だ
し
、
請
文
の
貸

出
自
体
は
、近
江
国
宛
て
の
返
抄
の
交
付
を
制
限
す
る
た
め
の
必
要
条
件
で
は
な
い
の
で
あ
り
、ま
た
、案
文
が
写
し
で
あ
ろ
う
と
控
え
で
あ
ろ
う
と
、

保
証
の
確
保
の
た
め
に
返
抄
交
付
が
制
限
さ
れ
て
い
る
と
い
う
枠
組
か
ら
離
れ
る
こ
と
さ
え
な
け
れ
ば
、
史
料
全
体
は
依
然
送
金
為
替
の
取
組
と
し

て
整
合
的
に
説
明
で
き
る
は
ず
で
あ
る
。

34　

た
だ
し
、
周
防
国
の
在
京
機
関
が
直
接
払
出
し
た
の
で
は
な
く
、
使
者
は
返
抄
の
提
示
に
よ
り
納
所
宛
て
の
下
文
を
得
て
、
そ
れ
に
よ
り
京
都
周

辺
で
払
出
を
受
け
た
と
考
え
て
も
よ
い
。

35　

な
お
、
近
江
国
の
封
物
納
入
に
対
す
る
請
文
の
案
文
が
東
大
寺
に
送
付
さ
れ
た
経
緯
に
つ
い
て
は
、
新
仮
説
に
よ
り
説
明
可
能
で
あ
る
と
し
て
も
、

さ
ら
に
そ
れ
が
東
大
寺
側
に
「
残
っ
て
い
る
」
理
由
に
つ
い
て
も
説
明
す
る
必
要
が
あ
る
。
な
ぜ
な
ら
ば
、
周
防
国
宛
て
返
抄
は
、
信
濃
前
司
が
東

大
寺
（
念
慶
）
に
納
入
し
た
布
の
対
価
と
し
て
交
付
さ
れ
た
と
し
た
以
上
、
本
来
的
に
は
信
濃
前
司
が
布
を
東
大
寺
に
納
入
し
た
際
に
発
行
さ
れ
た

請
文
こ
そ
が
、
返
抄
発
行
の
証
拠
書
類
と
し
て
一
連
の
案
文
と
差
換
え
ら
れ
て
残
さ
れ
る
べ
き
も
の
だ
か
ら
で
あ
る
。

そ
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
案
文
の
方
が
東
大
寺
に
残
っ
た
理
由
と
し
て
は
、
第
一
に
は
、
近
江
国
の
保
証
に
対
し
て
封
物
納
入
実
績
の
審
査
が
行

わ
れ
た
と
い
う
事
実
を
あ
え
て
残
す
と
い
う
「
意
図
」
が
あ
っ
た
可
能
性
が
考
え
ら
れ
る
。
第
二
に
は
、
史
料
２
の
「
信
乃
□
布
請
文
」
と
い
う
記

載
を
、
周
防
国
宛
て
返
抄
に
対
応
す
る
請
文
が
本
来
的
に
は
あ
る
の
だ
す
る
備
忘
的
記
載
と
解
釈
で
き
る
な
ら
ば
、
先
の
差
換
が
「
省
略
」
さ
れ
て

近
江
国
の
封
物
納
入
を
示
す
請
文
の
案
文
が
残
っ
て
し
ま
っ
た
と
い
う
可
能
性
も
考
え
ら
れ
よ
う
。
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こ
の
第
一
と
第
二
の
可
能
性
は
相
互
に
排
除
し
合
わ
な
い
が
、
い
ず
れ
に
せ
よ
、
近
江
国
の
封
物
納
入
を
示
す
請
文
の
案
文
の
方
が
東
大
寺
に
留

め
置
か
れ
て
、
信
濃
前
司
が
布
を
納
入
し
た
際
の
請
文
自
体
は
東
大
寺
側
へ
回
収
さ
れ
な
か
っ
た
こ
と
自
体
、
信
濃
前
司
の
布
納
入
が
、
当
初
か
ら

東
大
寺
へ
の
封
物
納
入
の
行
為
と
は
全
く
異
質
な
も
の
、
つ
ま
り
送
金
の
取
組
を
目
的
と
し
て
い
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
よ
う
す
る
に
、
信
濃
前

司
の
布
に
対
す
る
請
文
は
、
東
大
寺
に
と
っ
て
当
初
か
ら
諸
国
の
封
物
納
入
体
系
の
「
外
部
」
に
あ
る
書
類
で
あ
り
、
周
防
国
の
京
都
方
面
で
の
支

払
が
完
了
す
れ
ば
、
必
ず
し
も
重
要
な
も
の
で
は
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
が
、
近
江
国
の
封
物
納
入
に
対
す
る
案
文
の
方
が
東
大
寺
に
伝

存
し
た
第
三
の
理
由
で
あ
る
。

た
だ
し
、
そ
の
周
防
国
の
払
出
自
体
は
、
東
大
寺
に
お
い
て
も
確
認
す
る
必
要
は
あ
る
。
こ
れ
に
関
し
て
は
、
史
料
７
に
「
但
付
弁
済
所
進
、
可

言
上
事
由
之
状
如
件
」
と
あ
る
の
は
難
解
で
あ
る
も
の
の
、
お
そ
ら
く
、
京
都
方
面
で
の
周
防
国
の
払
出
に
つ
い
て
東
大
寺
に
報
告
す
る
旨
を
、
使

者
が
誓
約
し
た
文
言
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

36　

旧
仮
説
が
い
う
「
代
納
関
係
」
そ
の
も
の
か
ら
は
、
本
稿
で
紹
介
し
た
一
連
の
史
料
に
関
し
て
整
合
的
把
握
は
な
し
え
な
い
も
の
の
、
そ
の
こ
と
は
、

一
般
に
代
納
関
係
が
存
在
し
な
か
っ
た
と
い
う
こ
と
を
意
味
し
な
い
。

ま
た
、
本
稿
で
示
し
た
史
料
に
関
し
て
も
、
も
し
、
旧
仮
説
の
い
う
よ
う
な
代
納
関
係
の
も
と
、
信
濃
前
司
が
代
納
分
に
関
し
て
近
江
国
か
ら
「
全

て
」
回
収
済
だ
と
い
え
る
な
ら
ば
、―

と
は
い
え
、
そ
れ
は
あ
く
ま
で
新
仮
説
を
「
前
提
」
と
し
て
い
る
の
で
あ
る
が―

、
両
者
の
間
に
代
納
関
係

が
存
続
し
て
い
た
と
い
う
可
能
性
は
残
る
。
な
ぜ
な
ら
ば
、
そ
の
場
合
に
は
、
史
料
６
で
い
う
一
三
五
石
と
近
江
国
の
追
加
的
支
払
額
一
八
石
三
斗

の
数
値
が
、
近
江
国
の
支
払
済
額
と
い
う
性
格
の
も
の
と
し
て
合
算
可
能
と
な
り
、
矛
盾
点
が
な
く
な
る
か
ら
で
あ
る
。

と
も
あ
れ
、
本
稿
で
の
一
連
の
史
料
の
整
合
的
解
釈
の
た
め
に
は
、
旧
仮
説
は
有
効
で
は
な
い
が
、
社
会
的
に
は
代
納
関
係
自
体
は
存
在
し
た
と

考
え
ら
れ
る
。
為
替
の
取
組
に
お
け
る
保
証
も
何
ら
か
の
信
頼
関
係
が
前
提
さ
れ
て
い
る
以
上
、
為
替
制
度
成
立
に
お
い
て
、
代
納
関
係
が
そ
の
成

立
基
盤
の
一
つ
に
な
っ
た
可
能
性
自
体
は
、
否
定
す
べ
き
で
な
い
。

37　

な
お
、
信
濃
前
司
の
布
の
京
都
へ
の
価
値
移
転
は
、
送
金
為
替
の
取
組
で
は
な
く
布
の
現
送
に
よ
っ
て
も
可
能
で
あ
る
か
ら
、
こ
の
時
に
送
金
為
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替
の
取
組
が
選
択
さ
れ
た
理
由
が
問
題
と
な
る
。
そ
の
理
由
と
し
て
は
、
送
金
の
費
用
節
約
が
第
一
に
挙
げ
ら
れ
る
が
、
大
津
か
ら
京
都
へ
の
運
送

が
容
易
で
な
か
っ
た
状
況
も
考
え
ら
れ
る
。
大
津
で
は
権
門
に
よ
る
運
送
業
者
強
雇
の
弊
害
が
九
世
紀
以
来
あ
り
、
そ
れ
は
一
一
世
紀
は
じ
め
も
同

様
で
あ
っ
た
（
西
岡
、
注
（
31
）
一
四
五
〜
一
四
六
頁
）。

★　

本
稿
は
、
平
成
二
〇
年
度
財
団
法
人
髙
梨
学
術
奨
励
基
金
研
究
助
成
に
よ
る
成
果
の
一
部
で
あ
る
。




